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節分
■「鬼は外、福は内」もうすぐそんな声が
あちこちの家から聞こえる節分。■節分
は、季節の分かれ目の意味で、元々は「立
春」「立夏」「立秋」「立冬」のそれぞれの前日
を指していたそうです。現在では、節分
といえば立春の前日を指すようになりま
した。由来は冬から春になる時期を一年
の境とし、前日を年の最後の日と考えら
れるようになったためと言われています。
■節分には、炒った豆を年神に供えたあ
と、年男が「鬼は外、福は内」と呼ばわり
ながら蒔きます。このとき蒔かれた豆を
自分の年の数だけ、あるいは、年の数＋
１つ拾って食べると、体が丈夫になり、
風邪をひかないと言われています。
■また、鰯（いわし）の頭を焼いてヒイラ
ギの枝に刺し、家の入り口に差す風習が
あります。これは鰯の頭の悪臭で、邪気
が家に入るのを防ぐという意味があるそ
うです。

今年は暖冬のため、甲斐駒ヶ岳の雪も
少なく感じます。表紙の写真は、信玄堤
から撮影しました。
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通いサービス
１日の定員…15名

従来のデイサービスとは異なり、利用回数・時間に制限がありません。本人の状況や
家族のご都合にあわせてサービス提供事業所のケアマネージャーが利用の予定を決め
ていきます。顔なじみの方々で、楽しくゆったりと過ごせます。

泊まりサービス
１日の定員…9名

従来のショートステイとは異なり、利用回数・時間に制限がありません。「通い」と
同じ場所を使い、全室個室で同じサービス提供事業所のスタッフが対応します。「泊
まり」は通いの延長と考え、事業所のスタッフをはじめ、顔なじみの利用者の方々で、
楽しくゆったりと過ごせます。

訪問サービス
「通い」「泊まり」のサービスだけでは支えきれない時間帯を個別にフォローするのが
「訪問」サービスです。サービス提供事業所のなじみのスタッフがご自宅に出向き安否
確認をしたり、柔軟な対応によって途切れることなく継続的なサービスを提供します。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
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と
は
…

 介 護度  利用料金

要支援１ 月額　4,469円

要支援２ 7,995円

要介護１ 11,430円

要介護２ 16,325円

要介護３ 23,286円

要介護４ 25,597円

要介護５ 28,120円

初期加算、食費、日
用品、おむつ代、宿
泊代等は、介護保険
対象外のため自己負
担となります。
（料金は施設により異
なります）
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　サービスの利用を希望する人、詳しい内容を知りたい人は、市
役所または次の施設までお問い合わせください。

■問い合わせは…
　高齢福祉課（敷島庁舎１階）　　055（277）3116

（福）翔栄会
「あかさか」地域密着型小規模多機能型居宅介護ホーム
　〒400-0111　甲斐市竜王新町2188-1
　　 055（230）6777

（医）燦生会
「げんき甲斐」小規模多機能型居宅介護支援事業所
（2月中旬オープン予定）
　〒400-0126　甲斐市大下条956-1
　　 055（267）8800

●70～74歳のみなさんの窓口
負担について

　４月から平成21年３月までの一年間、
医療機関での窓口負担が１割に据え置
かれます。これに伴い、据え置きとさ
れる該当者へは、２月末に新たな高齢
受給者証を交付します。ただし、既に
３割負担を頂いている人、後期高齢者
医療制度の対象となる一定の障害認定
を受けた人は除きます。

※昨年の制度改正では、70～74歳の
みなさんの窓口負担については、４
月から２割負担に見直されることと
されていたものを据え置くものです。
 

●後期高齢者医療制度における
75歳以上の被扶養者の保険料
について

　４月から９月までの６か月間は無料
となり、10月から平成21年３月まで
の６か月間は、保険料均等割が９割軽
減された額となります。保険料所得割
額はかかりません。
対象は…
　75歳以上（65～74歳で後期高齢者
医療制度の障害認定を受けた人を含む）
で、後期高齢者医療の被保険者になる
日の前日（平成20年３月31日または
75歳の誕生日の前日）において被用者
保険（注）の被扶養者となっている人
（注）政府管掌健康保険や、企業の健康
保険、公務員の共済組合等、いわゆる
サラリーマンの健康保険であり、国民
健康保険は該当しません。

※昨年の制度改正では、被用者保険の
被扶養者については、後期高齢者医
療制度の被保険者となった日の属す
る月から２年間、保険料均等割を５
割軽減することとされていますが、
今回の措置はそれに加えて行うもの
です。

■問い合わせは･･･保険課（竜王庁舎１階）
　　　　　　　　　　055（278）1665

高齢者医療制度
の見直しについて
高齢者医療制度高齢者医療制度
の見直しについての見直しについて
高齢者医療制度
の見直しについて

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
保
険
）の
ご
案
内

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
保
険
）の
ご
案
内

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
保
険
）の
ご
案
内

中央線
赤坂台総合公園
（ドラゴンパーク）

山梨ライフ
ケアホーム

至甲斐市役所
敷島庁舎

赤坂台病院赤坂台病院

竜王駅

げんき甲斐

オギノオギノ
赤坂台病院

オギノ

オギノ

中央自動車道

あかさかあかさかあかさか

5
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確
定
申
告
会
場

　
市
の
仮
収
受
会
場
は
３
か
所
設
け
ま
す
。
３
会
場
の
う
ち
、

ど
の
会
場
で
も
受
け
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

都
合
の
よ
い
日
程
で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
３
会
場

と
も
自
書
申
告（
申
告
書
を
自
分
で
作
成
、
市
職
員
が
補
助
）

の
み
の
受
け
付
け
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
次
に
掲
げ
る
申
告
者
は
、
市
の
仮
収
受
会
場
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
甲
府
税
務
署
の
申
告
書
作
成

会
場（
旧
ト
ポ
ス
３
階
）で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
土
地
の
譲
渡
所
得
、
株
式
の
譲
渡
所
得
、
ゴ
ル
フ
会
員

権
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

②
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
人
で
、
初
め
て
確

定
申
告
を
す
る
人

③
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
人
で
、
収
支
内
訳

書
の
記
載
が
わ
か
ら
な
い
人

④
青
色
申
告
の
人（
記
載
済
み
の
申
告
書
に
は
受
付
印
の
押

印
の
み
行
な
い
ま
す
）

⑤
雑
損
控
除
が
あ
る
人

⑥
消
費
税
申
告
の
あ
る
人

竜
王
仮
収
受
会
場
…
竜
王
北
部
公
民
館
１
階

敷
島
仮
収
受
会
場
…
敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階

双
葉
仮
収
受
会
場
…
双
葉
庁
舎
１
階

甲
府
税
務
署
会
場
…
甲
府
銀
座
ビ
ル

（
旧
ト
ポ
ス
）３
階

※
市
内
３
会
場
と
も
全
て
自
書
申
告
で
実
施
し
ま
す

昨
年
一
年
間
の
総
決
算
と
な
る
確
定
申
告
書
の

提
出
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、申
告
期
間
中
に
限
り
、一
部
の
申
告
を

除
き
、次
の
日
程
表
に
よ
り
市
職
員
に
よ
る
確
定

申
告
の
相
談
お
よ
び
仮
収
受
を
行
い
ま
す
。

 2月18日（月）

 19日（火）

 20日（水）

 21日（木）

 22日（金）

 23日（土）

 24日（日）

 25日（月）

 26日（火）

 27日（水）

 28日（木）

 29日（金）

 3月1日（土）

 2日（日）

 3日（月）

 4日（火）

 5日（水）

 6日（木）

 7日（金）

 8日（土）

 9日（日）

 10日（月）

 11日（火）

 12日（水）

 13日（木）

 14日（金）

 15日（土）

 16日（日）

 17日（月）

○  ○ ○
○  ○ ○
○  ○ ○
○  ○ ○
○  ○ ○
×  × ×
×  × ○
○  ○ ○
○  ○ ○
○  ○ ○
○  ○ ○
○  ○ ○
×  △ ×
×   ○
○ ○  ○
○ ○  ○
○ ○  ○
○ ○  ○
○ ○  ○
× △  ×
× ×  ×
○ ○  ○
○ ○  ○
○ ○  ○
○ ○  ○
○ ○  ○
× ×  ×
× ×  ×
○ ○  ○

竜王北部
公民館1階
【受付時間】
午前9時～11時30分
午後1時～4時

敷島総合
文化会館2階
【受付時間】
午前9時～11時30分
午後1時～6時

甲府税務署
申告会場

（甲府銀座ビル3階）

【受付時間】
午前9時～午後5時

双葉庁舎1階

【受付時間】
午前9時～11時30分
午後1時～6時

○…実施　△…午前中のみ　×…休み仮収受会場受付日程表

3
月
3
日
か
ら
で
す

3
月
1
日
で
終
了
で
す

月　日
２
月
２
月
18
日（
月
）

（
月
）〜
３
月

〜
３
月
17
日（
月
）

（
月
）

２
月
18
日（
月
）〜
３
月
17
日（
月
）

『
平
成

『
平
成
19
年
分
確
定
申
告
書
』の

年
分
確
定
申
告
書
』の

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

『
平
成

『
平
成
19
年
分
確
定
申
告
書
』の

年
分
確
定
申
告
書
』の

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

『
平
成

『
平
成
19
年
分
確
定
申
告
書
』の

年
分
確
定
申
告
書
』の

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

『
平
成
19
年
分
確
定
申
告
書
』の

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

『
平
成
19
年
分
確
定
申
告
書
』の

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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申
告
会
場
の
混
雑
回
避
に
ご
協
力
を

　
確
定
申
告
は
国
税
で
あ
る
所
得
税
を
申
告
す
る
も
の
で
、

本
来
税
務
署
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
国
税
庁
よ
り

許
可
を
得
て
、
申
告
期
間
中
に
限
り
市
内
に
仮
収
受
会
場
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
会
場
に
は
税
務
署
の
職
員
は
お
ら
ず
、
全
て
市
の
職

員
が
相
談
や
申
告
書
の
仮
収
受
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
前

述
の
と
お
り
一
部
の
申
告
に
つ
い
て
は
市
会
場
で
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。
３
会
場
と
も
全
て
自
書
申
告
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
混
雑
回
避
の
た
め
ご
自
分
で
申
告
書
の
事

前
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
甲
府
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
用
紙
が
届
か
な
い
人

で
、
事
前
に
申
告
用
紙
が
必
要
な
人
は
、
税
務
課（
竜
王
庁
舎

１
階
）お
よ
び
敷
島
・
双
葉
各
支
所
市
民
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

●
所
得
税
の
税
率
構
造
の
改
正

　
所
得
税
の
税
率
が
４
段
階
か
ら
６
段
階
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

●
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

①
平
成
11
年
〜
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
て
い
る
人
で
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
額
の
あ
る
人
は
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
住

民
税
か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
広
報
誌
12
〜
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

②
平
成
19
年
以
降
に
入
居
し
た
人
に
は
、
新
た
に
所
得
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
特
例
が
設
け
ら
れ
控
除
期
間
が

選
択
制
と
な
り
ま
し
た
。

③
一
定
の
要
件
を
満
た
す
居
住
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

を
行
な
っ
た
際
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。（
所
得
税
と
固
定
資
産
税
の
控
除
が
あ
り
ま
す
）

●
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

　
平
成
19
年
よ
り
今
ま
で
の
損
害
保
険
料
控
除
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
地
震
保
険
料
控
除
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
定
率
減
税
の
廃
止

　
所
得
税
の
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
甲
府
税
務
署
ま
た
は
市
税
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

確
定
申
告
に
つ
い
て
は

　
甲
府
税
務
署
　
　
　
０
５
５（
２
３
３
）３
１
１
１（
代
表
）

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は

　
税
務
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
３

小規模納税者のための
確定申告無料相談

税理士
が行う
　小規模納税者の所得税および消費税の申告、年金受
給者および給与所得者確定申告を対象に実施します。
筆記用具、計算器具などをご持参ください。なお、所
得金額が高額な人や相談内容が複雑な人、譲渡所得お
よび贈与税のご相談はご遠慮ください。

 月　　日 時　　間 会　　場

2月20日（水）

3月  5日（水）

3月  7日（金）

午前10時～正午
午後  1時～ 4時

竜王北部
公民館1階

甲府警察署

県庁

山梨中央
銀行本店

舞鶴公園

東京電力

岡島甲府市役所

申告会場（3階）
甲府銀座ビル
（旧トポス）

甲府駅

甲府税務署申告会場　※周辺駐車場をご利用ください。

■所得税率構造

平
成
18
年
分
ま
で

 課　　税　　所　　得 税　　率

330万円以下 10%

330万円超～900万円以下 20%

900万円超～1,800万円以下 30%

1,800万円超 37%

平
成
19
年
分
ま
で

195万円以下 5%

195万円超～330万円以下 10%

330万円超～695万円以下 20%

695万円超～900万円以下 23%

900万円超～1,800万円以下 33%

1,800万円超 40%

２
月
18
日（
月
）〜
３
月
17
日（
月
）

『
平
成
19
年
分
確
定
申
告
書
』の

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

『
平
成
19
年
分
確
定
申
告
書
』の

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

『
平
成
19
年
分
確
定
申
告
書
』の

受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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3月2424日
あと

（2月1日現在）

5 2
使用開始まで

　
南
口
か
ら
新
た
に
開
設
さ
れ
る
北
口
へ
と
線
路
を
ま
た
い
で
結
ぶ
南

北
自
由
通
路
。
側
面
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
面
が
外
か
ら
は
っ
き
り
と
確
認

で
き
、
そ
の
開
放
感
あ
ふ
れ
る
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
イ
メ
ー
ジ
か
ら
形
へ
と
な
り
始
め
た
新
し
い
竜
王
駅
。
現
在
、
３
月

24
日
の
使
用
開
始
に
向
け
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
完
成
を
間
近
に
控
え
た
竜
王
駅
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
や
駅
利
用
者
、

工
事
関
係
者
に
駅
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

 

　
昭
和
29
年
、
駅
前
の
現
在
の
場
所
に
写

真
ス
タ
ジ
オ
を
開
業
以
来
、
50
年
以
上
こ

こ
で
生
活
し
て
い
る
。
私
が
移
り
住
ん
だ

当
時
は
、
駅
周
辺
に
は
10
軒
ぐ
ら
い
の
住

宅
し
か
な
く
、
車
な
ん
か
全
然
走
っ
て
い

な
い
頃
だ
か
ら
、
駅
は
す
ご
く
身
近
な
も

の
だ
っ
た
。
駅
の
東
側
に
線
路
と
平
行
し

て
30
本
ぐ
ら
い
の
桜
の
木
が
あ
っ
て
、
満

開
の
時
期
に
な
る
と
す
ご
く
き
れ
い
で
ね
、

近
所
の
人
た
ち
と
お
花
見
を
楽
し
ん
だ
こ

と
を
思
い
出
だ
す
よ
。
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
駅
は
い
い
遊
び
場
で
ね
。
の
ど
か
な

頃
だ
か
ら
、
駅
の
構
内
で
か
く
れ
ん
ぼ
と

か
し
て
遊
ん
で
い
た
よ
。
今
じ
ゃ
考
え
ら

れ
な
い
け
ど
。
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
詰
ま

っ
た
前
の
駅
舎
が
取
り
壊
さ
れ
た
と
き
は

寂
し
か
っ
た
ね
…
。

　
昭
和
30
年
代
は
駅
前
の
県
道
よ
り
店
の

前
の
不
動
尊
通
り
の
ほ
う
が
人
通
り
は
多

か
っ
た
ん
だ
よ
。
商
店
が
何
件
か
あ
っ
て
、

こ
っ
ち
の
道
が
メ
イ
ン
通
り
だ
っ
た
か
ら
。

竜
王
駅
の
利
用
者
が
増
え
始
め
た
の
は
、

今
か
ら
25
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
か
な
。
こ
の

周
辺
も
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
が
進
み
、
通
勤

や
通
学
で
利
用
す
る
人
が
増
え
た
か
ら
ね
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
竜
王
駅
も
近
代

的
な
駅
に
生
ま
れ
変
わ
る
け
ど
、
せ
っ
か

く
立
派
な
駅
が
出
来
る
の
だ
か
ら
、
駅
を

中
心
と
し
て
周
辺
が
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
駅
前
で
長

い
間
生
活
し
て
き
た
者
と
し
て
、
次
の
世

代
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
そ
う
願
う
よ
。

　
新
し
い
駅
か
ら
は
３
６
０
度
の
眺
望
だ

と
聞
い
た
。
ど
ん
な
風
景
が
見
ら
れ
る
の

か
楽
し
み
で
早
く
見
て
み
た
い
ね
。

 

　
竜
王
駅
は
高
校
へ
の
通
学
に
朝
夕
、
利

用
し
て
い
ま
す
。
１
年
生
の
時
、
古
い
駅

の
構
内
で
新
し
い
駅
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
見

た
時
、
「
何
こ
れ
！
空
港
み
た
い
で
カ
ッ

コ
イ
イ
」
っ
て
、
友
だ
ち
と
絶
句
し
ま
し

　
　
前
に
活
気
あ
る

　
　
　   

ま
ち
づ
く
り
を

駅

保坂 芳之 さん
竜王新町在住　82歳
ホサカスタジオ経営

　
　
口
が
新
設
さ
れ
て

　
　  

　 

　
便
利
に
な
る

杉田 尚美 さん
大下条在住
県立北杜高校２年生

北

日

使用開始に向け使用開始に向け
工事進む工事進む“竜王駅”竜王駅”

3月2424日3月24日

昭和昭和4040年代の竜王駅年代の竜王駅昭和40年代の竜王駅
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使用開始に向け
工事進む“竜王駅”

3月24日

た
よ
。
後
で
知
っ
た
ん
で
す
け
ど
有
名
な

建
築
家
の
人
が
設
計
し
た
っ
て
聞
い
て
、
「
す

ご
い
駅
が
出
来
る
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
の
自
宅
は
駅
の
北
側
な
の
で
、
駅
へ

の
経
路
に
県
道
を
使
う
と
、
線
路
下
の
カ

ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
辺
は
歩
道
が
狭
く
車

の
交
通
量
も
多
い
か
ら
危
険
な
の
で
、
少

し
遠
回
り
し
て
安
全
な
道
を
通
っ
て
駅
に

行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
駅
は
北
側
に
も

出
入
口
が
あ
る
っ
て
知
っ
て
、
近
く
て
便

利
に
な
る
か
ら
す
ご
く
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　
通
学
以
外
で
も
駅
は
よ
く
利
用
し
ま
す
。

両
親
の
実
家
が
千
葉
県
な
の
で
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
家
に
行
く
時
と
か
、
東
京
に
遊
び

に
行
く
時
な
ん
か
に
も
竜
王
駅
か
ら
特
急

に
乗
っ
て
出
か
け
ま
す
。
せ
っ
か
く
す
ご

い
駅
に
な
る
か
ら
、「
も
う
少
し
竜
王
駅
か

ら
乗
れ
る
特
急
の
本
数
が
増
え
れ
ば
う
れ

し
い
な
」
と
思
い
ま
す
。

　
段
々
出
来
上
が
っ
て
き
た
駅
を
見
て
、

早
く
利
用
し
て
み
た
く
て
完
成
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。
ガ
ラ
ス
張
り
で
カ
ッ
コ
イ
イ

こ
の
駅
は
絶
対
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
に
自
慢

で
き
ま
す
よ
。

　
新
竜
王
駅
建
設
工
事
に
、
６
人
い
る
現

場
監
督
の
内
の
一
人
と
し
て
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
新
竜
王
駅
は
南
北
自
由
通
路
を
併
設
し

た
橋
上
駅
舎
の
た
め
、
工
事
の
大
半
が
ホ

ー
ム
上
空
で
の
作
業
と
な
り
、
日
中
は
電

車
が
運
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
駅
ご
利
用

の
お
客
さ
ま
の
安
全
を
第
一
と
し
た
な
か

で
の
施
工
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
運

行
に
影
響
が
あ
る
基
礎
・
鉄
骨
・
床
打
ち

工
事
等
に
つ
い
て
は
電
車
が
止
ま
っ
て
い

る
終
電
か
ら
初
電
の
間
、
そ
の
他
に
も
工

程
上
ど
う
し
て
も
作
業
が
夜
間
と
な
っ
て

し
ま
う
な
ど
、
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ま
に

は
騒
音
等
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
中
で
の

工
事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
実
施
工
に
お
い
て
は
、
世
界
的
な
建
築
家
、

安
藤
忠
雄
先
生
が
水
晶
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

設
計
の
た
め
全
体
が
多
面
体
で
構
成
さ
れ

て
お
り
難
易
度
の
高
い
現
場
で
す
が
、
や

り
が
い
が
あ
り
充
実
し
て
い
ま
す
。
24
時

間
体
制
で
常
時
60
人
ほ
ど
の
作
業
員
が
フ

ル
稼
働
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
１
月
末
現

在
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
約
95
パ
ー
セ
ン

ト
と
予
定
通
り
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
竜
王
駅
は
、
甲
斐
市
の
「
新
し
い
シ

ン
ボ
ル
」
と
し
て
、
ま
た
山
梨
県
の
新
た

な
観
光
名
所
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る

駅
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
完
成
に

向
け
、
細
心
の
注
意
を
図
り
な
が
ら
工
事

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

調
に
工
事
が

 

進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　辻　 直文 さん
鹿島建設・鉄建建設・東鉄
工業共同企業体工事課長

順

　
市
で
は
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
間
、
県
な

ど
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
「
山
梨
県
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
山
梨
D
C
）」

に
連
携
し
、
観
光
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
J
R
東
日
本
な
ど

J
R
グ
ル
ー
プ
６
社
が
山
梨
県
お
よ
び
民
間
団

体
と
い
っ
し
ょ
に
行
う
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

こ
の
間
、
全
国
の
J
R 

1
、
5
0
0
駅
へ
の

観
光
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
首
都
圏
の
車
内
吊
り

広
告
な
ど
大
規
模
な
宣
伝
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
行
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
観
光

客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
一

過
性
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
訪
れ
た

人
た
ち
に
「
山
梨
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
感

じ
て
も
ら
い
、
何
度
で
も
訪
れ
て
く
だ
さ
る
「
山

梨
F
A
N
」
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
県

外
か
ら
の
お
客
さ
ま
を
温
か
く
、
お
も
て
な

し
の
心
で
お
迎
え
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
観
光
客
と
す
れ
違
う
際
に
「
あ

い
さ
つ
」
を
す
る
、
道
を
尋
ね
ら
れ
た
ら
面

倒
が
ら
ず
に
教
え
て
あ
げ
る
。
こ
れ
だ
け
で

も
印
象
は
か
わ
り
ま
す
。

　
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機
に
、
観
光
客

か
ら
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
地

域
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

観
光
客
は

お
も
て
な
し
の

心
で
お
迎
え
を

4
月
か
ら
6
月
は

　
　
　
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

使用開始に向け
工事進む“竜王駅”

3月24日

昭和40年代の竜王駅

9
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平
成
19
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
現

在
）
の
甲
斐
市
の
各
会
計
別
予
算
執
行
状
況
、
地
方

債
・
一
時
借
入
金
・
基
金
の
現
在
高
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
な
お
、
広
報
誌
５
月
号
に
平
成
19
年
度
当
初
予
算

概
要
を
、
11
月
号
に
平
成
18
年
度
決
算
報
告
を
そ
れ

ぞ
れ
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
前
委
員
の
飯
室
淳
雄
さ
ん
が

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、

昨
年
の
12
月
26
日
か
ら
新
た
に

増
坪
愛
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
定

例
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教

育
委
員
長
に
安
部
忠
雄
さ
ん
、

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
に
今

村
千
春
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
異
動
に
伴
い
、
現

在
の
教
育
委
員
会
の
構
成
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

教
育
委
員
長
　
安
部
　
忠
雄

職
務
代
理
者
　
今
村
　
千
春
子

 

　
委
　
員
　
志
村
　
紀
子

 

　
委
　
員
　
増
坪
　
愛
子

 

　
教
育
長
　
中
込
　
豊
弘

債

新教育委員
増坪　愛子

利 用 者 募 集

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

　   
   

構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

　   
   

構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

教
育
委
員
会
の

　   
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
平
成
1919
年
度
年
度
（
平
成

（
平
成
1919
年
９
月

年
９
月
3030
日
現
在
）

日
現
在
）

平
成
19
年
度
（
平
成
19
年
９
月
30
日
現
在
）

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

　この事業は、保護者が労働等により家庭にいない小学校低学年児童
を対象に、市内の放課後教室において預かるものです。
　平成20年度の利用者を募集しますので、希望される家庭は該当教室
（児童館）にて申請書を受け取り、申し込みをしてください。利用にあ
たっては、入会資格がありますのでご注意ください。
　なお、開室時間・開室日の拡大等を実施して事業の充実を図るため、
平成20年度から利用負担金を徴収させていただきます。

●入会資格　対象児童 本市に居住している小学校１～３年生の児童で、労働等の理由で放課後に保護者またはこれ
 に代わるものの保護が受けられない児童

 ・原則として保護者等の迎えが必要となります。

 ・先着順ではありませんが、教室ごとに定員があります。

 　優先順位　①母子・父子家庭　②１年生
●開室日・時間 月～金曜日は、学校終了後～午後７時　　学校休業日（日曜・祝日は除く）は、午前８時～午後７時
●利用負担金 毎月2,000円、夏休み（8月のみ）4,000円
 ※ただし、世帯状況により減免の対象となる

 　場合があります。

　申請書配布期間：２月１日（金）～３月７日（金）
　　　　　　　　　（土・日・祝日を除く）

　配布時間：午後１時～６時（開室時間内）　
　配布場所：各小学校区の教室（児童館）
　　　　　　※竜王小は学校敷地内にあるプレハブの専用教室

　申込期間：２月20日（水）～３月７日（金）
　申込場所：入会を希望する教室（児童館）
■問い合わせは･･･子育て支援課（敷島庁舎１階）
　　　　　　　　　　055（277）3115

甲斐市放課後児童健全甲斐市放課後児童健全
育成事業育成事業（放課後教室放課後教室）
甲斐市放課後児童健全
育成事業（学童保育）
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 会　　　　計　　　　名 予 算 現 額
 歳　　入 歳　　出

   収入済額 支出済額

 
水 道 事 業 会 計

 収　　　　入 支　　　　出

 予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

収益的収入及び支出 900,270 433,397 742,654 183,636

資本的収入及び支出 218,867 7,667 645,587 87,429

◎平成19年度会計別予算（上半期）の執行状況について （単位：千円）

◎基金の現在高について

◎一時借入金の現在高について

（単位：千円）

◎地方債債の現在高について （単位：千円）

各会計とも一時借入金の残高はありません。

教
育
委
員
会
の

　   

構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

教
育
委
員
会
の

　   

構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

地域し尿処理施設特別会計

農業集落排水事業特別会計

宅 地 開 発 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

介 護 サ ー ビ ス 特 別 会 計

21,104,361

6,604,656

4,453,898

2,637,451

10,943

80,911

21,958

15,302

14,003

2,966,285

30,609

9,960,808

2,865,985

1,916,215

1,156,023

2,428

66,034

8,905

10,184

0

1,090,714

11,388 

7,980,206

2,817,366

1,732,264

1,040,403

5

31,266

6,343

8,683

0

783,653

10,244

特

別

会

計

特

別

会

計

区　　　　　　　分

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

公 共 施 設 等 整 備 基 金

地 域 福 祉 基 金

中山間ふるさと・水と土保全対策基金

渇 水 対 策 施 設 建 設 等 基 金

市 営 住 宅 事 業 基 金

ク ラ イ ン ガ ル テ ン 基 金

地 域 振 興 基 金

奨 学 金 貸 付 基 金

内　　　訳
　　　貸 　付　 金

現  　　　金

土 地 開 発 基 金

内　　　訳

　　　
土  　　　地

現  　　　金

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金

介 護 保 険 給 付 費 支 払 準 備 基 金

地 域 し 尿 処 理 施 設 基 金

総 合 計

現 在 高

1,904,125

877,276

2,526,151

607,856

10,052

13,898

455,580

8,347

196,969

9,130

7,315

1,815

1,543,919

768,923

（26,182.66㎡）

774,996

208,419

8,114

41,876

8,411,712

会 計 名

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

地域し尿処理施設特別会計

農業集落排水事業特別会計

宅 地 開 発 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

合 計

地方債現在高

26,180,946

0

0

0

54,640

635,639

0

89,798

0

16,014,734

1,271,523

44,247,280

平
成
19
年
度
（
平
成
19
年
９
月
30
日
現
在
）

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

甲斐市放課後児童健全
育成事業（放課後教室）
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市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
、
生
け
垣
や
花
壇
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

住
宅
な
ど
の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に
生
け
垣

や
花
壇
を
つ
く
る
場
合
、
そ
の
費
用
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
樹
木
の
購

入
費
や
支
柱
、
花
壇
の
施
工
費
や
種
苗
代
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
生
け
垣
な
ど
に
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
取
り
壊
し
費
用
も
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
着
工
前
に
ご
相
談（
申
請
）

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
既
に
完
成
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
要
件

 

公
道
に
面
し
た
部
分
に
設
置
す
る
３
メ
ー
ト
ル
以

上
の
生
け
垣
ま
た
は
花
壇
で
、
縁
石
等
は
50
㎝
以
下
、

公
道
境
界
か
ら
50
㎝
以
上
離
し
て
植
栽
す
る
ほ
か
、

い
く
つ
か
必
要
な
補
助
要
件
を
満
た
す
も
の
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
緑
化
推
進
課（
竜
王
庁
舎
２
階
）

　
　
　
0
5
5（
2
7
8
）1
6
7
1

　国民健康保険税（国保税）は、国民健康保険（国保）を運営してい
くための大切な財源です。
　国保は、病気やケガをしたときに安心して医療機関で診療を受
けられるよう、加入している人がお金（国保税）を出し合って医療
費にあてる「支え合い」の制度です。このしくみをご理解いただ
き、国保税の納期限内納付にご協力をお願いします。
　また、納付が困難な場合には、お早めに市役所窓口にご相談く
ださい。災害など特別な理由もなく納期限を過ぎても納めない場
合には、次のような措置がとられます。
①納期限を過ぎると督促状が送られ、督促手数料が徴収されます。
…電話や文書による催告、直接ご自宅へ伺う場合もあります。
②有効期限の短い保険証（短期被保険者証）が交付されます。
…毎月窓口にて納付していただき、保険証を更新する必要があ
ります。

③納期限から１年を経過すると、保険証を返すことになり、「被
保険者資格証明書」が交付されます。
…このとき、かかった医療費は全額自己負担となります。
④納期限から1年6か月経過すると、国保の給付の全額または一部
を差し止められます。
⑤滞納がある場合、国保の支給（療養費、高額療養費、出産育児一
時金、葬祭費など）の全額または一部が国保税に充てられます。
■お問い合わせは…
 保険課（竜王庁舎1階）　　055（278）1665
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国 保 税国 保 税■補助金の算出基準

注）実際の経費が補助基本額に満たない場合は、実施経費を補助対象額とする。
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ブロック塀等の側面積(㎡)
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支柱購入費

樹木移植費

花壇設置費

種苗購入費
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平
成
　
年

成
人
式

甲斐市成人式が、昭和町のアピオで開催されまし
た。華やかな晴れ着やはかま姿の新成人720人が出
席し、式典では、市長から新成人に贈ることば、来
賓よりお祝いのことばが贈られました。
また、12人の新成人で構成された成人式実行委員

会が式典の運営などを担当し、メンバーが中心にな
って撮影した、新成人の恩師からのビデオレターが
上映されるアトラクションもありました。

思い出話に近況報告など、20歳
の記念に思い思いのメッセージ。

新成人の代表として「誓いのことば」を
述べた、長沼大さんと梶原望さん。

当時の先生から手渡された、小学校６年生の時の
座右の銘と20歳になった自分への手紙。

式典の進行をバッチリ務めた、司会
の長田祐樹さんと三枝香織さん。

小池達也さんと中込萌さんが、代表して
記念品を受け取りました。

久しぶりの友との再会に、はじける笑顔。

20

13
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平成20年の元
旦、今年もド
ラゴンパーク
の展望塔や公
園内から初日
の出を見よう
と、家族連れ
や若者たちな
ど多くの人が
集まりました。
午前７時15分
ごろ、東の空
が徐々に橙色
に色づき初日
が昇ると訪れ
た人たちから
大きな歓声が
あがりました。
公園内では、
日の出ととも
に信玄太鼓保存会のみなさんの演奏により、新年を
祝いました。また、展望塔の入り口では、「甲斐市
女性団体連絡協議会」のみなさんが訪れた人たちに、
温かい味噌汁を無料で振る舞いました。

新春マラソン　１月２日●

お正月を迎えるに当たり、日本の伝統的な正月遊
びのたこや、玄関先を飾る門松を親子で作る教室
が開かれ、参加した親子たちが楽しみました。
12月22日に開かれた竜王中部公民館の親子たこ
作り教室には、15組の親子が参加。事前に好き
な絵を描いた和紙に竹ひごやたこ糸を取り付け、
オリジナルのたこを完成させました。
12月24日に
は敷島公民館
が門松作り教
室 を 開 催 。
15組の家族
連れが参加
し、子どもと
お父さんが協
力しながら青
竹をノコギリ
で切るなど、
力を合わせて
手作りの門松
を完成させま
した。

●１月１日　ドラゴンパークで初日の出

毎年恒例の竜王走ろう会主催の新春マラソンが行われまし
た。早朝、釜無川レクリエーションセンター前に集合した
約30名の参加者は、ウォーミングアップ後、釜無川サイ

クリングロー
ド沿いに三社
神社までの道
のりを往復快
走し、心地よ
い汗を流して
いました。

親子でお正月の準備　　　　12月●

郵政民営化になって初めて迎える新年。集
荷や配達などの業務を行う郵便事業株式会
社の竜王支店では、元旦早朝、平成20年配
達出発式を行いました。式では、竜王支店
長が「お正月に年賀状を送るという文化は
日本だけ。これからもこの伝統行事が続け
られるよう、正確かつ迅速に年賀状をお届
けしましょう」と職員を前にあいさつ。式
終了後、年賀状を積み込んだバイクや自転
車にまたがった職員らが一斉に出発してい
きました。

年賀状の配達　　１月１日●

たこ作り教室たこ作り教室たこ作り教室

門松作り教室門松作り教室門松作り教室
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冬至のこの日、市営温泉でゆず
湯のサービスが行われました。
神明温泉志麻の湯には、近くの
青果店とそば店から50キロのゆ
ずがプレゼントされ、湯舟に浮
べられました。ゆず湯には血行
促進効果があり風邪の予防に効
くとされ、入浴に訪れた人たち
は、ゆずの香り漂う湯舟で冷え
た体を温めていました。

敷島保育園で餅つき大
会が行われました。朝
から保護者のみなさん
が準備を進め、蒸しあ
がった餅米をお父さん
たちが石うすで程良い
やわらかさまでついた
ら園児の出番。子ども
用の杵を手に「よいし
ょ」のかけ声とともに、
力強くお餅をつきまし

た。つきたてのお餅は、あんこやきな粉、ゴマなどのお餅にして
みんなで美味しく食べました。

恒例の小正月行事が市内各地で行わ
れました。玉川地区では14日にどん
ど焼が行われ、竹とわらで作ったや
ぐらに点火されると正月飾りやお正
月に書いた習字などを火の中に投げ
込む人や、まゆだまの紅白の団子を
枝につけてあぶる人など、小正月な
らではの風景が見られました。翌日
の朝、燃やした灰を水で溶いて家の
周りにまくと魔よけになるそうです。

●１月14日　どんど焼き

甲斐市消防団は、新年恒例の出初式を１月６日、双葉ス
ポーツ公園で行いました。式には消防団員484名のほか
来賓、関係者など約150名が列席。秋山団長が団員に
「『一致団結・和』を持ち、地域の安全・安心、市民の生
命・財産を守るため、日頃の訓練を怠らぬように」と訓
示しました。
また、日頃消防活動に功労のあ
った団員に表彰状、感謝状など
が贈られるとともに、消防団員
による訓練礼式、ポンプ車・小
型ポンプ操法が披露されました。

１月６日●
平成20年消防団出初式

●１月11日　園児が元気いっぱいお餅つき

●12月22日　冬至にゆず湯



第20回山梨県スポーツ・レクリエーション祭参加者募集

平成20年５月17日（土）～25日（日）まで、第
20回山梨県スポーツ・レクリエーション祭が開
催されます。
勝敗にこだわる競技スポーツとは違い、楽しみ

ながら参加者相互のコミュニケーションを図るこ
とに重点を置き開催されるスポーツの祭典です。
個人やグループ、また、初心者の人でも気軽に参
加することができます。

なお、市の出場選手枠がありますので希望者が
多数の場合は抽選となります。また、過去に全国
レベルの大会に出場した人は、出場できない種目
もあります。
申込期日 ２月29日（金）
■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656
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■第20回山梨県スポーツ・レクリエーション祭　種目一覧

※1…2/16に開催される｢第6回市民グラウンド・ゴルフ大会｣の結果により参加者は決定します。
※2…昨年9/30に開催された｢第4回市ターゲット・バードゴルフ大会｣の結果により参加者は決定しています。

◎年齢は平成20年4月1日現在とします。

　　　種　　　目

ラージボール卓球

ゲートボール

ボウリング

ソフトバレーボール
（トリムの部）

女子ソフトボール

綱　引　き

ウォークラリー

カヌーツーリング駅伝

※1
グラウンド・ゴルフ

マスターズ陸上競技

壮年サッカー

テ　ニ　ス

年齢別ソフトテニス

年齢別バドミントン

バウンドテニス

インディアカ

マスターズ水泳競技

フォークダンス

車椅子マラソン

武術太極拳

※2
ターゲット・バードゴルフ

 開催市町村

甲府市

笛吹市

都留市

南アルプス市

市川三郷町

北杜市

増穂町

鰍沢・身延町

南アルプス市

甲府市

韮崎市

甲府市

笛吹市

増穂町

甲府市

甲州市

甲府市

北杜市

甲府市

未定

笛吹市

 開催日

5月17日

5月17日

5月17日
     18日

5月18日

5月18日

5月18日

5月18日

5月18日

5月18日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

参加資格・チーム構成   募集数

フリー

4チーム

フリー

フリー

1チーム

フリー

フリー

フリー

29人

フリー

各1チーム

5チーム

フリー

2チーム

フリー

フリー

フリー

フリー

フリー

フリー

15人

40歳代・50歳代男女各1名＋60歳以上1名
計5名

20歳以上男女　　計8名

20歳以上　男3名＋女1名　計4名

40歳代・50歳以上　男女各2名　計8名

30歳以上女子

小学生以上　一般の部（男女別）、
小学生の部（高低学年別）　選手各6～8名

年齢・性別問わない　3～5名

年齢・性別問わない　3名

年齢・性別問わない

男子40歳以上、女子35歳以上

40歳以上の部・50歳以上の部

20歳以上の男女各3名　計6名

45歳以上男女各2名＋50歳以上女1名＋55歳
以上男1名　計6名
35歳以上男女各1名＋40歳以上男1名・女2名
＋50歳以上男1名　計6名

男女各3名　計6名

20歳以上男3名＋女6名　　計9名

男女共30歳以上

年齢・性別問わない　人数は自由

年齢・性別問わない

63歳未満の県連盟登録者　4～8名

20歳以上  一般・シニア・ゴールドシニアの部
男女別



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ２月20日（水）

・学校体育施設（３月分） 午後７時～
・社会体育施設（４月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ２月26日（火）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（３月分）
・社会体育施設（４月分）

※敷島総合運動公園他目的運動場については芝生養　
生のため、３月31日まで休場します。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

平成20年度甲斐市スポーツ施設
利用団体登録受付
甲斐市スポーツ施設の平成20年度利用団体登録を

受け付けます。この登録をしていない団体は、甲斐
市スポーツ施設を利用することが出来ませんのでご
注意ください。
登録資格 非営利のスポーツ活動を目的として、成
人を代表とした市内在住者のみ、原則10人以上で
構成されている団体。だだし、トレーニングルー
ムを個人で利用する人などは、登録の必要はあり
ません。

申込方法
○平成19年度登録団体　
登録責任者へ申請書を送付します。
○新規登録希望団体　
スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公民館窓
口に申請書があります。

申込期日 ２月29日（金）
提出先 教育委員会スポーツ振興課
注意点
・登録に際し、スポーツグループリーダー研修会
（３月25日実施）への参加が必要となりますので、
必ず各団体１名出席してください。

・登録証は、研修会時に交付します。なお、研修会
を欠席した団体の登録証は５月１日（木）以降の交
付となります。

・研修会終了後にスポーツ施設利用方法等について
の説明会を併せて開催しますので、登録を必要と
しなくても、スポーツ施設の利用を希望する人は、
ご参加ください。

■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課　 0551（20）3656

平成19年度
スポーツグループリーダー研修会
SRU－REGISTAスポーツ法律事務所代表の谷塚

哲さんを講師に迎え研修会を行います。
スポーツ現場で起こった事故・ケガで法的にはど

うなるのか、後に問題とならないような対処の方法
など、過去のスポーツ事故の判例を参考にお話して
いただきます。
なお、平成20年度に市内スポーツ施設の利用を希

望する団体については、必ず1名参加してください。
また、スポーツ施設利用希望者でなくても市民で

あれば誰でも受講ができます。
日時 ３月25日（火）午後７時30分
場所 双葉ふれあい文化館ホール
内容
１研修会「スポーツ指導者のリスクマネジ

メント～指導者の安全配慮義務～」
講　師　SRU－REGISTAスポーツ法律事務所

代表 谷塚 哲さん
２　スポーツ施設等利用者説明会

注意事項
※駐車場が混雑しますので、車は乗り合わせでお願
いします。

■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課　 0551（20）3656

新春初蹴り
平成20年の元旦、恒例のサッカー初蹴り大会が竜

王、双葉地区で、１月４日には敷島地区でも行われ
ました。
双葉会場の双葉中グラウンドでは、スポーツ少年

団のメンバーや保護者、中学校サッカー部の部員な
ど関係者が揃い、今年初のゲームを楽しみました。

写真：双葉地区会場

17
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市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など順番に紹介しています。

名取区（佐藤孝自治会長）
名取区は昭和33年８月１日、町の境

界変更により旧敷島町から旧竜王町に編
入されできた自治会です。市の東の玄関
口として、国道52号線の北側に位置し、
JR中央線に隣接する地域にあり、人口
1,219人、世帯数は476あります。現在、
建設が進められている新竜王駅舎の完成
や都市計画道路田富町敷島線の開通など
の基盤整備により、今後も人口増加が見
込まれています。
自治会の活動は、年間を通じ「区民総

参加」を基本に
様々な行事を実施
しています。４月
の河川清掃を手始
めに毎月、有価物
回収や名取公園
の清掃などの環
境整備。５月に
は、区民の親睦
と健康増進を目
的に各組対抗の球
技大会（ソフトボ
ール・ソフト
バレー）。
６月は
福 祉

活動として、高齢者全員を公民館
に招待し、女性の会と食生
活改善推進委員の手作
り料理でもてなすふれ
あい会。８月の第一
日曜日に行う納涼祭
りや10月の歩け、歩
け大会など、子ども
から大人まで多くの区民
が自治会活動に積極的に参加し、親睦を深めてい
ます。また、女性の会や長寿会の活動も活発に行
われており、女性の会では、太極拳、大正琴、パ
ッチワーク、手芸を通じコミュニケーションを図
りながら楽しいひとときを過ごしています。

これからも区民
全員が一丸とな
って、子どもや
高齢者が安心・
安全に暮らせる
地域づくりに努
力していきたい
と考えています。

獅子平（山本寛自治会長）
獅子平自治会は敷島地区の北部に位

置し、睦沢地域ふれあい館から北へ約
２kmほど行った、亀沢川の清流や自然
豊かな山林に隣接した地域にあります。
人口は28人、世帯数は11と小さな自治
会です。人口も少なく高齢化も進み、
自治会で行える行事も少なくなりまし
たが、年間行事として区内の美化活動、
睦沢地区運動会への参加、どんど焼、
獅子舞など小正月行事を区民総参加で
実施してい

ます。１月12日に行
ったどんど焼は、地域
に古くから伝わる行事
で道祖神様にお参

りして厄払
をするもの。
早朝より各家で米
の粉を使ってまゆ
玉に似た団子を
作り、玄関内に
木に刺して飾
ります。また、
竹に七色の色紙

を 巻 い た
「柳」と呼ばれる物を作
り、道祖神に飾ります。
夜、その道祖神前で
各家から持ち寄った
門松・正月飾りなど
を燃やし、作っておい
た団子をその火であぶり

食べ、一年間の家内安全・無病息災・豊
作などを祈願します。翌日13 日には、
氏 子 参
り・悪魔払

いとして、「正一
位道祖大神」と書
いた半紙１/３に
道祖神の印を押
したお札を獅子
舞を先頭に各家
へ配って歩きま
す。このような
地域に伝わる行
事は、これから
も大事に伝えて
いきたいと考え
ています。
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５
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３
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損
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損
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竜王西児童館
　055（279）3731

竜王東児童センター
　055（278）1178

竜 王 北児童館
　055（279）1911

玉 幡 児 童 館
　055（276）9656

竜 王 南児童館
　055（279）7666

敷島みなみ児童館
　055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
　055（277）9220

敷島なかよし児童館
　055（277）1121

双 葉 西児童館
　0551（28）4588

双 葉 東児童館
　0551（28）1214

1

2

5

6

8

9

12

13

14

16

19

20

21

22

23

26

27

28

29

金

土

火

水

金

土

火

水

木

土

火

水

木

金

土

火

水

木

金

節分のつどい
15:30

チョコBOXづくり
14:00

工作教室
15:30

節分のつどい
15:30

鬼のお面作り
10:00

読み聞かせ
15:30

節分のつどい
15:30

箱作り
10:00

子育て相談日
10:00

チョコづくり
15:00

チョコづくり
15:30

ドッヂボール大会
15:30

子育て相談日
10:00

映画会
15:00

アイロンビーズ
10:00

子育て相談日
10:00

クラフト工作
15：30

チョコレート作り
15:30

ナンバーリンク
15:30

節分のお話
15:30

節分のつどい
15:30

節分のつどい
15:30

ナンバーリンク
10：00

節分のつどい
15:30

節分豆まき
15:30

ナンバーリンク
10：00

リズミック
10:00

チョコレートを作ろう
15:00

ストリートダンス
15:00

子育て相談日
10:00

子育て相談日
10:00

ハートを作ろう
15:00

簡単工作
15:30

壁面作り
15:00

ドッヂボールをしよう
15:00

ビデオ会
14:00

バレンタインお菓子作り
15:30

ナンバーリンク
15：30

おもちゃの病院
14：00

バレンタインＢＯＸ作り
15：00

3B体操
15：00

ビデオ会
14:30

大型紙芝居
15：00

読み聞かせ
15：30

ナンバーリンク
10：00

ナンバーリンク
15：30

チョコづくり
15：30

工作をしよう
15：30

バレンタイン工作
14:00

お話の会
10：00

バレンタインＢＯＸ作り
15：00

ナンバーリンク
10：00

3Ｂ体操
15：00

砂絵を描こう
10：00

読み聞かせ
15:30

じゃんけんゲーム
15:00

ボランティア活動
15：30

映画会
15:00

ドッヂボール大会
15：30

縄跳び大会
15:30

手話ソング
10：00

ボランテイアの日
15：30

手話に触れよう
10：00

ビデオ会
15：00

缶バッチ作り
10：00

『パイレーツ・オブ・カリビアン
ワールドエンド』

2007年/アメリカ/170分/
日本語吹き替え　監督/ゴ
ア・ヴァービンスキー　主
演/ジョニー・デップ　他

日時 ２月23日（土）午後１時30
分開演（１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着180名
日時 ２月24日（日）午後１時30

分開演（１時開場）
場所 敷島総合文化会館大ホール
定員 先着270名

日時 ２月３日（日）午後１時30分開演（１時開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室　
内容 保育者としての経験をお持ちの杉山亮さんが、子どもたちと本

の素敵な出会いなどを語ります。講演会終了後は本の楽しさを
知る機会のひとつとして、ものがたりライブを開催。ものがた
りライブ終了後、サイン会を予定。

○講演会 対象 一般
時間 午後１時30分～２時50分

○ものがたりライブ 対象 年長児以上
時間 午後３時～３時30分

※申込不要
■問い合わせは…竜王図書館 055（278）0811

児童文学作家 杉山亮さん講演会『子どもと本のいい関係』

新春、来館者を琴の響きと抹茶のサービスでお出迎え

図書館の開館日初日となる１月
５日、敷島図書館で来館者100人
に抹茶とお菓子が振る舞われまし
た。文化協会茶道部の協力による
新年の装いのこのサービスも今年
が３回目。今回は、琴のグループ
三曲むらさき会による琴の演奏が
披露され、新春の華やかな雰囲気
をいっそう演出していました。
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内容 おはなし、切り紙など

対象 小学生
日時 ２月16日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ おおきくなったら、なんに

なる？
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 ０歳～１歳６か月
日時 ２月７日（木）、21日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 ２月７日（木）、21日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手遊び、パネルシアターな
ど

対象 幼児～
日時 ２月２日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

対象 幼児・小学生
日時 ２月16日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、、

手話、わらべうたなど

対象 就園前の乳幼児
日時 ２月14日（木）

午前11時～11時30分

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ２月21日（木）

午後１時30分～
場所 竜王図書館２階会議室
メニュー　　「晴れた空の下で」江國香

織 著　ほか
板前 ねの会
助っ人板前　みどりの風、つばさ

日時 ２月14日（木）、28日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月～３歳
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～
日時 ２月９日（土）、23日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

対象 小学生
日時 ２月２日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー

場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 ２月９日（土）・23日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

○おはなし会のはじまりはじまり！
対象 幼児・小学生
日時 ３月２日（日）

午前11時～正午
場所 双葉図書館２階視聴覚室
内容 ブラックライトシアター、

大型絵本など
出演 人形劇サークル「うふふ」、

ピッピの会
○みどりの風の朗読会
対象 一般
日時 ３月２日（日）

午後１時30分～
場所 双葉図書館２階視聴覚室
内容 素敵な朗読の世界をお楽し

みください
出演 みどりの風
○古本と雑誌のバックナンバー市
日時 ３月２日（日）

午前10時～午後４時
場所 双葉図書館内特設コーナー
内容 雑誌のバックナンバー

（2003年１月～12月）と古
本を１冊10円で販売（なく
なり次第終了）

■問い合わせは…
双葉図書館 0551（20）3669

「ビデオ絵本」
『あーんあん』せなけいこ原作、
『わたしのワンピース』にしまき
かやこ原作/アニメーション
日時 ２月16日（土）午後１時30

分開演（１時開場）
場所 双葉図書館２階視聴覚室
定員 先着50名

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭　

キッズぷらねっと　
～ストーリーテリング編～

敷島図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと
～ブックトーク編～

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

上映会のお知らせ

開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前 9時～午後5時

２月のおやすみ 定例休館日 ４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）
月末整理日 29日（金）

双葉図書館

おはなしのもり

双葉・本の祭典
～楽しいイベントがもりだくさん～
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導
員
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭
等
資
格
取
得
者
。

勤
務
条
件
等

甲
斐
市
臨
時
職
員
等
取

扱
要
綱
に
よ
る
。

任
用

臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
職
員
に
欠
員
等
が
生
じ
た
場

合
、
選
考
の
う
え
任
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

人
事
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
20
年
度

臨
時
教
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
学
校
教
諭
・
中
学
校
教

諭
・
養
護
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
免
許

状
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
20
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
の
者
（
地

方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ
び
学
校
教

育
法
第
９
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し

な
い
者
）。

応
募
方
法

履
歴
書
（
写
真
付
）
１
部
と

免
許
状
の
写
し
１
部
を
２
月
22
日

（
金
）
ま
で
に
教
育
総
務
課
へ
本
人
が

持
参
。

任
用

臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
欠
員
等
が
生
じ
た
場
合
に
任

用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
７
０
３

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
が

住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
り
、
就
学
す
る

小
・
中
学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
や
児
童
生
徒
の
特
別

な
事
情
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
が
「
相

当
な
理
由
が
あ
る
」
と
認
め
る
場
合
は
、

保
護
者
の
申
し
立
て
に
よ
り
指
定
学
校

以
外
の
学
校
へ
通
う
こ
と
が
で
き
る

「
指
定
学
校
変
更
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
許
可
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
広

報
誌
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
入
学
児
童
生
徒
に
つ
き
ま

し
て
は
、
１
月
下
旬
に
「
就
学
通
知
書
」

と
併
せ
て
「
指
定
学
校
変
更
の
許
可
基

準
に
つ
い
て
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
７

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
対
象
者

順
位
で
最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
一
人

に
対
し
、
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者

等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
人
）

４

３
以
外
の
　
①
父
母
　
②
孫
　
③

祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

５
　
１
か
ら
４
以
外
の
３
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

請
求
期
限

３
月
31
日
（
月
）

請
求
方
法

市
役
所
福
祉
課
、
竜
王
・

双
葉
支
所
各
地
域
課
に
請
求
用
紙
等

が
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
国
保
援
護
課
援
護
恩
給
担
当

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
５
４

福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区

域
の
み
な
さ
ん
に
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
た

め
の
宅
地
内
排
水
設
備
工
事
を
私
費
で

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
台
所
や
水
洗
便
所
・

風
呂
場
な
ど
の
排
水
を
公
共
汚
水
ま
す

に
接
続
す
る
も
の
で
、
市
が
指
定
し
た

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
の
依
頼
は
、
直
接
、
指
定
工
事
店

に
し
て
く
だ
さ
い
。契
約
に
あ
た
っ
て
は
、

見
積
書
を
取
っ
て
指
定
工
事
店
と
十
分
協

議
す
る
な
ど
、
納
得
し
て
か
ら
施
工
さ
れ

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
上

下
水
道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か

ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は

別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

22

指
定
学
校
変
更
と
い
う
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

下
水
道
課
か
ら

臨
時
職
員
登
録
者
募
集

臨
時
教
員
登
録
者
募
集

第
８
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

〜
請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

お
早
め
に
申
請
を
〜

下
水
道
の
排
水
整
備
工
事
は

指
定
工
事
店
が
施
工
し
ま
す

敷
島
地
区
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て



行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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農林振興課

農林振興課

農林振興課

農林振興課

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

教育総務課

工　事　名 業　者　名工事場所
（大字）

工　期
（契約翌日～）

請負金額（円）担当課

漆戸林道法面保護工事

西八幡松原水路改修工事

玉川水路改修工事

西八幡五本松水路改修工事

下今井線道路舗装工事

駒沢三島線側溝改修工事

三味堂村上線他安全施設設置工事

古村区地内道路側溝改修工事

竜王新町三区地内水路改修工事

玉川東区地内(里の内)水路改修工事

大久保地内水路改修工事

甲斐市公共下水道管渠布設工事（竜１９－５工区）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（駅１９－３工区）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（双１９－３工区）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（双１９－８工区）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（双１９－９工区）

竜王西小学校校庭芝生化等整備工事

㈱高山建設

甲信建設工業㈱

㈱トーケイ

竜新土木

㈱中村建設

㈲深見組

㈲新哲

㈲竹田土木

高山建設

㈲今村建設

滝口建設㈱

㈲今村建設

㈱トーケイ

㈲宏建

㈲有泉土建

㈱保坂建設

㈱富士グリーンテック

漆戸地内

西八幡地内

玉川地内

西八幡地内

下今井地内

宇津谷地内

大下条・島上条地内

篠原地内

竜王新町地内

玉川地内

大久保地内

竜王地内

竜王新町地内

志田地内

大垈地内

大垈地内

玉川地内

平成20年 2 月29日

平成20年 3 月14日

平成20年 2 月29日

平成20年 3 月14日

平成20年 2 月15日

平成20年 1 月31日

平成19年12月21日

平成20年 1 月31日

平成20年 1 月31日

平成20年 2 月29日

平成20年 1 月31日

平成20年 1 月30日

平成20年 3 月 7 日

平成20年 2 月29日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月28日

21,210,000

8,011,500

6,667,500

6,363,000

19,005,000

1,753,500

1,344,000

1,963,500

2,068,500

6,594,000

1,417,500

2,782,500

12,127,500

9,922,500

19,845,000

20,790,000

34,125,000

平成19年10月31日　入札執行

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

建設課

駅周辺整備室

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

工　事　名 業　者　名工事場所
（大字）

工　期
（契約翌日～）

請負金額（円）担当課

下今井駒沢線側溝改修工事

高原団地開発１号線側溝改修工事

深田中河原線道路改良工事

貢川左岸１号線道路改良工事

田中元山宮司線道路改良工事

柳原支線道路側溝改修工事

下堰水路改修工事

双葉響ヶ丘ニュータウン調整池整備工事

長塚地内水路新設工事

竜王駅南通り線ポケットパーク整備工事（明許）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（双19－1－2工区）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（駅19－1－3工区）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（双19－2工区）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（双19－14工区）

甲斐市公共下水道マンホールポンプ設置工事（双19－1工区）

甲斐市公共下水道マンホールポンプ設置工事（双19－2工区）

甲斐市公共下水道マンホールポンプ設置工事（敷19－1工区）

桜田工業

㈱米山興業

㈱敷島建設

㈲保坂工業

㈲清水興業

千宝建設㈲

四谷建設㈱

㈱千徳建設

㈲松永工務店

㈲吉井造園

㈲光本興業

公栄設備工業㈱

㈲柳本土木

㈲盟悠開発

㈱山梨クボタ

荏原実業㈱山梨営業所

㈱山梨日立

岩森地内

大垈地内

大下条地内

中下条地内

篠原地内

西八幡地内

西八幡地内

龍地地内

長塚地内

名取地内

龍地地内

竜王新町地内

下今井地内

龍地地内

志田地内

龍地地内

長塚地内

平成20年 2 月29日

平成20年 2 月29日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

平成20年 2 月29日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月 7 日

平成20年 3 月25日

平成20年 3 月 7 日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

平成20年 3 月14日

2,131,500

2,772,000

4,410,000

4,200,000

7,192,500

13,230,000

28,822,500

2,409,750

2,037,000

12,369,000

12,862,500

1,396,500

3,139,500

3,202,500

7,612,500

9,450,000

7,350,000

平成19年11月29日　入札執行

農林振興課

工　事　名 業　者　名工事場所
（大字）

工　期
（契約翌日～）

請負金額（円）担当課

龍地ため池改修工事 保坂建設・有泉土

建竜地ため池改修

工事共同企業体

龍地地内 平成20年 3 月14日 54,495,000

平成19年11月 8 日　入札執行

下水道課

下水道課

工　事　名 業　者　名工事場所
（大字）

工　期
（契約翌日～）

請負金額（円）担当課

甲斐市公共下水道管渠布設工事（竜19－16工区）

甲斐市公共下水道管渠布設工事（駅19－1－2工区）

龍王産業㈱

㈱三澤工業

竜王地内

大下条地内

平成20年 3 月25日

平成20年 3 月 7 日

12,075,000

14,259,000

平成19年11月14日　入札執行



も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
絡
事
項

住
所
、
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

①
甲
府
市
上
下
水
道
局
に
連
絡

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

②
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０
　

社
会
保
険
庁
か
ら
順
次
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
３

月
ま
で
に
送
付
さ
れ
る
人
に
は
、
通
知

に
記
載
し
て
あ
る
年
金
記
録
以
外
に
記

録
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

よ
く
ご
確
認
の
上
、
追
加
、
訂
正
な
ど

を
記
入
し
た
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」

を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
年
金
受
給
し
て
い
る

人
で
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、
竜
王
社
会

保
険
事
務
所
に
お
い
て
「
年
金
加
入
記

録
照
会
票
」
に
年
金
証
書
を
添
え
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
事

務
所
に
来
れ
な
い
場
合
や
ご
質
問
は
、

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

訂
正
の
な
い
場
合
は
「
確
認
は
が
き
」

を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
庁
に
住
所
や
氏
名
変
更
が

し
て
な
い
人
に
は
大
切
な
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
が
届
き
ま
せ
ん
。
住
所
や
名

字
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
て
未
届
け
の
場

合
は
、
次
に
よ
り
変
更
届
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者

な
ど
）→

市
役
所
の
国
民
年
金
窓
口

・
厚
生
年
金
加
入
者
と
そ
の
扶
養
と
な
っ
て

い
る
配
偶
者→

お
勤
め
先

・
年
金
受
給
者→

竜
王
社
会
保
険
事
務
所

平
成
20
年
度
は
保
険
料
の
前
納
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。「
口
座
振
替
」
で
一
年

分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
い
ち
ば

ん
お
得
で
す
。

【
平
成
19
年
度
の
例
】

・
一
年
分
口
座
振
替
前
納→

３
、
５
５
０
円
割
引

・
現
金
前
納→

３
、
０
０
０
円
割
引

平
成
20
年
度
分
の
口
座
振
替
前
納
は

金
融
機
関
・
郵
便
局
で
は
２
月
末
ま
で

に
、
社
会
保
険
事
務
所
な
ら
ば
３
月
上

旬
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

現
金
払
い
で
の
一
年
分
・
６
か
月
分

前
納
用
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に
郵

送
す
る
納
付
案
内
書
に
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。
５
月
以
降
前
納
し
た
い
場
合
は

竜
王
社
会
保
険
事
務
所
に
申
し
出
の
上
、

前
納
専
用
の
納
付
書
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

ほ
か
に
口
座
振
替
で
の
「
６
か
月
分

前
納
」
や
「
早
割
（
毎
月
末
振
替
）」
の
割

引
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
を

利
用
し
て
、
自
宅
に
い
な
が
ら
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
社
会
保
険
事

務
所
（
国
民
年
金
業
務
課
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
１
０
４

平
成
19
年
10
月
〜
20
年
１
月
の
４
か
月

分
を
、
２
月
15
日
（
金
）
に
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー

ム
・
食
堂
が
あ
り
、
甲
斐
市
在
住
（
３
歳

未
満
）
の
親
子
が
自
由
に
使
え
ま
す
。
す

べ
り
台
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
絵
本
も
充

実
。
土
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

対
象
年
齢

火
曜
・
水
曜
　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

金
曜

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

正
し
い
歯
磨
き
の
仕
方
を
親
子
で
楽
し

く
覚
え
ま
す
。
歯
み
が
き
の
習
慣
を
身
に

つ
け
、
健
康
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

２
月
８
日
（
金
）

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

②
午
前
11
時
10
分
〜
11
時
40
分

対
象①

１
歳
３
か
月
〜
２
歳
未
満
の
親
子
　
　

②
２
歳
〜
３
歳
児
の
親
子

講
師

歯
科
衛
生
士

足
立
眞
弓
さ
ん

定
員

各
10
組

申
込
受
付

２
月
１
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
〜

窓
口
で
直
接
受
付
（
電
話
は
不
可
）

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

日
時

２
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象１

歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
児
の
親
子

講
師

窪
田
音
楽
教
室

窪
田
敏
子
さ
ん

定
員

15
名
（
予
約
制
）

申
込
受
付

２
月
７
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

窓
口
で
直
接
受
付
（
電
話
は
不
可
）

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

子
育
て
ひ
ろ
ば

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で
年
金
記

録
の
確
認
を

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

保
険
料
は
前
納
が
お
得
で
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
な

ど
で
ラ
ク
ラ
ク
納
付

子
育
て
相
談

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

親
子
の
教
室
「
歯
磨
き
指
導
」

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す



児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

子
育
て
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
子

ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
・
子

育
て
講
演
会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
敷
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
11
人
の
審

査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
平
成

20
年
度
の
審
査
員
候
補
者
と
し
て
、
甲

斐
市
か
ら
41
人
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
み
な
さ
ん
は
、「
く
じ
」
に
よ
り

選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も

い
つ
か
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
会
の
主
な
仕
事
は
、
交
通

事
故
や
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
犯
罪
の
被

害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
）
に
つ
い
て
、
そ

の
処
分
に
不
満
が
あ
る
被
害
者
等
か
ら

申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不

起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
こ
と
で
す
。

審
査
申
立
等
に
つ
い
て
の
相
談
、
ま

た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い

人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局
　

０
５
５
（
２
３
５
）
１
１
３
１
　

土
砂
の
崩
落
・
流
出
な
ど
に
よ
る
災

害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、「
山
梨
県

土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

３
、
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

区
域
で
「
土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
」

「
盛
土
」「
土
砂
の
堆
積
」
を
行
う
場
合
は

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
知
事
の
許

可
を
得
ず
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
と
、

罰
則
が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
」
な
ど

を
行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
許
可
申

請
を
行
い
、
知
事
の
許
可
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
次
の
問
い
合
わ

せ
先
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
、「
土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
」
な

ど
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
３
月
31
日

ま
で
は
、
引
き
続
き
「
土
砂
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
」
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
森
林
整
備
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
６
４
５
　

薬
の
種
類
や
正
し
い
飲
み
方
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
な
ど
、
薬
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
を
薬
剤
師
の
先
生
を

招
い
て
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

日
時

２
月
21
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

30
名

申
込
方
法

２
月
４
日
（
月
）
〜
20
日

（
水
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
電
話
受
付
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

私
た
ち
が
身
近
で
取
り
組
め
る
環
境

問
題
、
資
源
の
再
利
用
、
食
の
安
全
・

安
心
、
食
育
推
進
等
の
知
識
を
学
習
し
、

そ
れ
を
生
活
の
中
に
活
用
し
て
い
く
活

動
を
し
て
い
る
市
消
費
生
活
研
究
会
で

は
、
地
産
地
消
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
で
採
れ
た

食
材
を
使
っ
て
の
料
理
教
室
と
身
近
に

あ
る
小
物
を
使
っ
て
の
手
芸
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

主
催

甲
斐
市
消
費
生
活
研
究
会

日
時

２
月
27
日
（
水
）

午
前
９
時
30

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

25

料
理
教
室
＆
手
芸
教
室

ご
存
知
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

●公民館地域文化伝承事業
■各公民館とも受付開始…2月5日（火）　午前9時から電話で受付（定員になり次第締切）
■受講対象…市内在住者および市内勤務者

■竜王北部公民館　■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館　　055（276）7511

■双葉公民館　■申し込み・問い合わせは…双葉公民館　　0551（20）3666

① 50人手づくりみそ作り
（株）富士こうじ

石原　彦八

プロから学び、手作りの味をわが家の食卓にも。
国産材料を使うので安心。風味豊かな田舎みそ、
味のまろやかなこうじみそが出来上がります。

2月16日（土）
午後1時30分～3時30分

1セット（5ｋｇ）2，200円
8リットル容器、エプロン、
三角巾

① 50人手づくりみそ作り
（株）富士こうじ

石原　彦八

1セット（5ｋｇ）2，200円
8リットル容器、エプロン、
三角巾

手作り味噌で手前味噌してみませんか。国産大
豆と米麹、そして天然塩にこだわります。古来
からの保存食なので常温で保管もできます。

3月22日（土）
午後1時30分～3時30分

第
５
回
消
費
者
講
座

「
薬
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
つ
い
て



行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

材
料
費

実
費
（
５
０
０
円
程
度
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
５
円
玉
２
枚
・

物
差
し
・
ハ
サ
ミ

申
込
方
法

２
月
４
日
（
月
）
〜
15
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
電
話
受
付
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

定
員

10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

冬
の
山
仕
事
の
ひ
と
つ
「
炭
や
き
」
を

家
族
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

炭
や
き
窯
で
炭
を
や
き
あ
げ
ま
す
。
炭

や
き
体
験
を
通
し
て
、
里
山
文
化
や
エ
コ

ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
時

２
月
17
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

清
川
地
域

対
象
者

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

講
師

岡
田
輝
雄
さ
ん

参
加
料

持
ち
帰
り
用
炭
代
３
０
０
円

持
ち
物

マ
ス
ク
・
軍
手

定
員

15
組

申
込
方
法

２
月
４
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付
開
始
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

※
福
祉
バ
ス
利
用
可
。
バ
ス
を
利
用
さ

れ
る
人
は
、
午
後
０
時
30
分
ま
で
に

敷
島
総
合
文
化
会
館
駐
車
場
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

日
時

３
月
15
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

甲
斐
敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

参
加
料

１
組
７
、
０
０
０
円
（
椎
茸
原

木
８
本
、
種
菌
代
含
む
）

定
員

20
名

申
込
受
付

２
月
15
日
（
金
）
ま
で

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
事
組
合
法
人
ゆ
う
の
う
敷
島

０
５
５
（
２
６
７
）
０
８
３
１

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

開
催
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

講
師

渡
辺
ひ
さ
子
さ
ん

材
料
費

１
、
０
０
０
円

持
ち
物

は
さ
み
（
な
く
て
も
良
い
）

定
員

30
名

竜
王
教
室
　
２
月
13
日
（
水
）

敷
島
教
室
　
２
月
14
日
（
木
）

双
葉
教
室
　
２
月
18
日
（
月
）

●
お
楽
し
み
会

内
容

各
講
座
に
参
加
し
た
人
た
ち
と

楽
し
く
交
流
を
し
ま
す
。（
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
作
り
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、
お
楽

し
み
抽
選
会
）

定
員

50
名

竜
王
教
室
　
２
月
20
日
（
水
）

双
葉
教
室
　
２
月
25
日
（
月
）

敷
島
教
室
　
２
月
27
日
（
水
）

○
場
所

竜
王
教
室
　
竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

敷
島
教
室
　
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

双
葉
教
室
　
双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
各
教
室
は
同
一
の
内
容
に
な
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ヤ
ン
チ
ャ

リ
カ
」
は
、
市
が
光
保
育
園
へ
事
業
委

託
し
子
育
て
全
般
に
関
す
る
専
門
的
な

支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て
、
子
育
て
親

子
の
交
流
の
場
の
提
供
や
相
談
、
講
習

会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時

２
月
21
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

働
く
婦
人
の
家

（
万
才
７
６
１
）

内
容

ト
ー
マ
ス
で
遊
ぼ
う

（
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
も
し
ま
す
）

持
ち
物

飲
み
物

参
加
料

無
料

対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

定
員

40
組
（
完
全
予
約
制
）

申
込
方
法

２
月
４
日
（
月
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

光
保
育
園

０
５
５
１
（
２
８
）
１
５
６
６

敷
島
総
合
文
化
会
館
自
主
企
画
事
業

と
し
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ル
イ
ス
と

未
来
泥
棒
」
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
９
日
（
土
）

１
回
目
　
午
前
10
時
〜

２
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

敷
島
総
合
文
化
会
館
　

０
５
５
（
２
７
７
）
４
１
１
１

日
時

３
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

※
展
示
部
門
は
、
１
日
（
土
）、
２
日

（
日
）
の
２
日
間

場
所

敷
島
公
民
館（
敷
島
総
合
文
化
会
館
）

内
容

・
公
民
館
利
用
者
団
体
に
よ
る

舞
台
発
表
、
展
示
発
表

・
敷
島
中
吹
奏
楽
部
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
敷
島
南
小
の
吹
奏
楽

・
敷
島
北
小
の
和
太
鼓
演
奏

「
ヤ
ン
チ
ャ
リ
カ
」園
外
親
子
ふ
れ

あ
い
広
場

親
子
体
験
学
習「
炭
や
き
体
験
教
室
」

き
の
こ
作
り（
椎
茸
）体
験
事
業

高
齢
者
向
け「
ト
ラ
イ
２
０
０
７
」

敷
島
公
民
館
ま
つ
り

映
画
上
映
会



行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

27

・
敷
島
小
の
合
唱

・
吉
沢
地
域
の
伝
統
文
化
獅
子
舞

・
文
化
協
会
茶
道
部
に
よ
る
呈
茶

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
折
り
紙
教
室

・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
・
女
性
団
体
等
に
よ

る
ト
ン
汁
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店

■
問
い
合
わ
せ
は
…
敷
島
公
民
館
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
敷
島
公
民
館
）

０
５
５
（
２
７
７
）
４
１
１
１

展
示

ほ
お
ず
き
の
会
（
絵
手
紙
）

期
間２

月
１
日
（
金
）
〜
４
月
９
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
北
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

展
示

ブ
ル
ー
ゼ
フ
ァ
ー
（
水
彩
画
）

期
間２

月
26
日
（
火
）
〜
４
月
22
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
中
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
内

に
あ
る
市
民
農
園
（
日
帰
り
型
）
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画

市
民
農
園
（
日
帰
り
型
）

３
区
画

※
１
区
画
約
40
平
方
メ
ー
ト
ル

使
用
料

年
額
８
、
０
０
０
円
（
水
道
料

込
）

申
込
期
間

２
月
１
日
（
金
）
〜
20
日

（
水
）（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
人
に
申

込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

甲
府
市
上
下
水
道
局
で
は
、
お
客
様

か
ら
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事
業
に

関
す
る
意
見
や
要
望
を
お
聴
き
し
て
、

今
後
の
事
業
運
営
や
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
活
か
す
た
め
、「
甲
府
市
上

森 口 博 子

立 川 志 ら く

●「ＫＡＩふれあいステージ２００８」
フラダンスやヒップホップダンス、和楽器やオカリナなどの
楽器演奏、吹奏楽などさまざまなジャンルのステージをお楽し
みください。
日時 ２月24日（日）午前９時30分開演予定

入場無料
※出場者の募集は締め切りました。

●ＮＨＫ甲府放送局開局70年記念
「公開スペシャル　今夜も大入り！甲斐・極楽亭」
ラジオ公開収録
毎週土曜日にラジオ第１で放送している
バラエティー番組「今夜も大入り！渋谷・極
楽亭」のスペシャル版です。観覧希望の人は
次の要領でお申し込みください。
日時 ２月26日(火）午後５時40分開演

（午後５時開場）
午後８時40分終了予定

出演 【ゲスト】立川志らく、林家彦いち、
柳家喬太郎、林家木久蔵
【司会】森口博子、関口健アナウンサー
入場無料（要申し込み）

放送予定 ３月22日（土）
午後７時30分～９時55分
（ラジオ第１・全国放送）

申し込み方法
往復はがきの「往信用裏面」に、郵便番号・
住所・名前・電話番号を、「返信用表面」に
郵便番号・住所・名前を明記してお申し込みください。
※応募多数の場合は、抽選のうえ入場整理券（１枚で２人入場
可）をお送りします。
※記入に不備があった場合は無効となりますのでご注意くださ
い。
※「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお
送りください。
（しめきり） ２月７日（木）必着
（あて先） 〒400－0105 甲斐市下今井230

甲斐市双葉ふれあい文化館「ＮＨＫ甲斐・極楽亭」係

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660

竜
王
北
部
公
民
館

竜
王
中
部
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

市
民
農
園
利
用
者
募
集

甲
府
市
上
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集



下
水
道
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
人

と
し
ま
す
。

①
給
水
区
域
内
に
居
住
し
、
甲
府
市
の

水
道
ま
た
は
下
水
道
を
使
用
し
て
い

る
人

②
年
齢
が
、
満
20
歳
以
上
の
人

③
平
日
昼
間
の
会
議
等
に
参
加
で
き
る
人

④
上
下
水
道
事
業
に
深
い
関
心
を
持
ち
、

公
平
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
人

委
嘱
期
間

４
月
か
ら
１
年
間

募
集
期
間

２
月
１
日
（
金
）
〜
20
日
（
水
）

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
甲
府
市

上
下
水
道
局
ま
で
、
お
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
応
募
さ
れ
た
人
の
個
人
情
報
は
、
モ

ニ
タ
ー
選
考
以
外
に
は
利
用
い
た
し

ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
市
上
下
水
道
局
「
甲
府
市
上
下

水
道
モ
ニ
タ
ー
」
募
集
係

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
９

０
５
５
（
２
３
７
）
４
３
３
１

甲
府
市
上
下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.w
ater.kofu.yam

anashi.jp/

１
月
に
続
き
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

期
日

２
月
17
日
（
日
）

場
所

長
野
県
エ
コ
ー
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場

集
合
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

集
合
時
間

午
前
６
時

内
容

初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
各
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
ス
キ
ー
部
員
が
指
導

し
ま
す
。

※
午
後
は
自
由
滑
走
。

参
加
料

一
人
２
、
０
０
０
円

※
リ
フ
ト
券
、
貸
し
ス
キ
ー
代
は
別
途

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
下

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
）

募
集
定
員

80
名
（
先
着
順
）

受
付
開
始

２
月
５
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
（
電
話
受
付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

支
部
内
、
ま
た
は
気
の
合
う
仲
間
同

士
で
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時

２
月
24
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
開
会
式

会
場

敷
島
体
育
館
、
双
葉
体
育
館

参
加
資
格

市
内
在
住
者

チ
ー
ム
編
成

監
督
１
人
、
キ
ャ
プ
テ

ン
を
含
む
競
技
者
４
人
と
、
４
人
以

内
の
交
替
者
で
構
成

・
ト
リ
ム
の
部
（
コ
ー
ト
内
の
合
計
年
齢

が
１
８
０
歳
以
上
と
な
る
男
女
各
２

人
で
構
成
）

・
フ
リ
ー
の
部
（
年
齢
は
問
わ
ず
男
女
各

２
人
で
構
成
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
可
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
大
人
の
男
女
各
１

人
お
よ
び
小
学
生
２
人
で
構
成
）

・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
（
年
齢
は
問
わ
ず
女

性
４
人
で
構
成
）

※
支
部
単
位
の
チ
ー
ム
と
し
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
以
外
は
、
各
支
部
２
チ
ー

ム
ま
で
の
参
加
と
す
る
。

参
加
料

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
込
方
法

２
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
申

込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
提
出

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※
大
会
要
項
・
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

監
督
会
議

２
月
19
日
（
火
）
午
後
７
時

30
分
　
竜
王
北
部
公
民
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

市
民
を
対
象
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

期
間

３
月
４
日
〜
18
日
の
毎
週
火
・

金
曜
日
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

対
象
者

市
内
在
住
者
（
小
学
３
年
生
以

上
）

会
場

敷
島
体
育
館

参
加
料

無
料

※
申
し
込
み
は
、
当
日
会
場
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

市
内
の
家
庭
婦
人
を
対
象
に
、
山
梨

中
央
銀
行
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
選
手
と

ふ
れ
あ
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時

３
月
５
日
（
水
）

午
後
８
時
〜
10
時

会
場

竜
王
小
学
校
体
育
館

対
象
者

市
内
在
住
の
家
庭
婦
人

参
加
料

無
料
　

※
申
し
込
み
は
、
当
日
会
場
で
受
け
付

け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

３
月
23
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
県
体

育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
の
市
代
表
選
考
会

を
行
い
ま
す
。

主
催

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

期
日

２
月
17
日
（
日
）

場
所

長
野
県
エ
コ
ー
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

28

日
帰
り
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

第
４
回
甲
斐
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

参
加
者
募
集

家
庭
婦
人
ふ
れ
あ
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
参
加
者
募
集

山
梨
県
体
育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
代
表

選
考
会
参
加
者
募
集



集
合

※
現
地
集
合
に
な
り
ま
す
。

リ
フ
ト
券
売
場
前
に
午
後
１
時
集
合

参
加
料

無
料

※
リ
フ
ト
券
、
貸
し
ス
キ
ー
代
は
別
途
個

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
上
）

受
付
開
始

２
月
５
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
（
電
話
受
付
）

そ
の
他

保
険
は
各
自
で
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
法
律
援
助

事
業
と
し
て
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

２
月
21
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時
（
予
約
不
要
）

受
付

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

相
談
会
場

竜
王
北
部
公
民
館

相
談
内
容

離
婚
・
相
続
・
土
地
・
建
物

の
賃
貸
借
・
交
通
事
故
・
損
害
賠
償
・

サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題
な
ど
そ
の
他

相
談
方
法

面
談
の
み
（
当
日
受
付
）

主
催
者

山
梨
県
弁
護
士
会

受
付
時
間
内
に
、
お
手
元
に
あ
る
関

係
資
料
な
ど
と
、
お
聞
き
に
な
り
た
い

こ
と
を
ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
時
間
的
な
制
約
か
ら
、
場
合
に
よ
っ

て
は
先
着
30
名
前
後
で
打
ち
切
る
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
弁
護
士
会

０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
０
２

表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）
の
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

２
月
19
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
９
時
45
分
）

場
所

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

対
象

・
就
職
や
再
就
職
に
お
い
て
、
表
計
算

ソ
フ
ト
を
仕
事
に
取
り
入
れ
、
活
用

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
女
性

応
募
資
格

・
「
ワ
ー
ド
」「
一
太
郎
」
な
ど
で
の
基

本
的
な
文
書
作
成
が
で
き
る
人

・
４
日
間
（
８
時
間
）
す
べ
て
受
講
で
き

る
人

定
員

20
名

受
講
料

無
料

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

等
を
記
入
し
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し

込
み
※
２
月
11
日
（
月
）
当
日
必
着
。

※
託
児
（
未
就
学
児
）
希
望
者
は
、
申

込
書
に
年
齢
と
名
前
を
記
入
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

〒
４
０
０-

０
８
６
２

甲
府
市
朝
気
１-

２-

２

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
　

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

０
５
５
（
２
３
５
）
４
１
７
１

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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巡
回
無
料
法
律
相
談
会

「人と物の流れから見た日本と北朝鮮」

山梨学院大学教授 宮塚利雄さん講演会
主催 甲斐市議会
日時 ２月７日（木）午後１時30

分開演（１時開場）
会場 竜王図書館２階視聴覚室
入場料 無料
定員 先着200名（申込不要）
■問い合わせは…
甲斐市議会事務局　 055（278）1673

講師 宮塚利雄さん

電話を利用して親族、警察官等になりすまし、交通事
故や借金に対する示談金等を名目に現金を預金口座に振
り込ませる「オレオレ詐欺」。インターネットの有料サイ
トの利用料や借金などについて架空の請求事実をでっち
あげ現金を預金口座に振り込ませる「架空請求詐欺」。実
際には融資しないにも関わらず、融資する旨の文書等を
送付するなどして勧誘し、保証金等を名目に現金を預金
口座に振り込ませる「融資保証金詐欺」。社会保険庁や市
町村役場等の公的機関の職員を名乗り、年金、医療費、
税金等の過払い金を還付するといってＡＴＭ機を操作さ
せ、相手の口座に送金させる「還付金詐欺」。
これらを総称して「振り込め詐欺」といいます。いず

れも、電話やはがき等利用し、巧みな演技力と巧妙な文
言を用いて、現金を指定口座に振り込ませてだまし取る
もので、依然として時期・場所を問わず発生しています。
みなさん、このような電話や、督促状等の文書がきて

も、慌てず、また、電話やはがき等の文書の内容を鵜呑
みにせず、警察や親族等に相談するなどして、事実かど
うか確認してください。また、現金をすぐに指定口座に
振り込まないよう注意してください。
■問い合わせは…
警察本部生活安全企画課 055（235）2121（代）

振り込め詐欺にご注意！

ぴ
ゅ
あ
総
合

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
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「野焼き」は、次の例外を除い
て法律により禁止されています。
また、例外で認められた焼却であっ
ても、周囲の住民から苦情があった場
合は、焼却中止の指導をすることがあり
ます。
なお、法律に違反して「野焼き」を行った場合、

５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金が
科せられる場合があります。
●例外規定
①廃棄物処理基準に適合した焼却炉でのごみの焼却
（排ガス処理装置等を完備した焼却炉でのみ可能で
す）

②災害の応急対策や復旧のために必要なごみの焼却
③農業者や林業者が行う稲わらや伐採した枝等の焼
却

④「どんと焼き」など風俗習慣または宗教行事を行う
ための焼却

⑤たき火その他日常生活を営む上で通常行われる軽
微な焼却（例：たき火、キャンプファイヤー、暖を
とる為の薪の焼却など。いずれの場合もビニール、
プラスチックなどゴミを燃すことは出来ません）

家庭等において伐採されたせん定枝を粉砕処理
します。
日程（２月は次の日をお休みとさせていただきます）
◎玉幡中学校北側の市有地
毎週金曜日、祝日（11日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
毎週月・水・木・土曜日

受入時間（両施設） 午前9時～正午
午後1時～午後4時

対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。
※枯れた枝、葉っぱ類、根の部分、腐食した物、
金属類の付いた物、草・竹等は受け入れしません
ので注意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。

毎年２月は省エネルギー月間で
す。寒さが身にしみる時期ですが、
暖房の設定温度を下げるなどの省
エネルギーとCO2の削減に取り組
んでみませんか。

・暖房の設定温度は20℃にしよう
暖房の温度を１℃抑えるだけで、CO2排出

量が年間約30kgも削減できます。
・１枚はおって暖かくしよう
寒いと感じたら暖房の温度を上げる前に、１枚

はおりましょう。カーディガンなら体感温度が
2.2℃も上がります。
・暖房のスイッチは早めに消そう
出かける直前や就寝直前まで暖房を使っていま

せんか。早めに消しても思ったほど室温はさがり
ません。
・暖房器具のフィルターをきれいにしよう
暖房器具のフィルターが目詰まりすると暖房効

率が悪くなります。掃除のついでにフィルターも
きれいにしましょう。

レジ袋など、商品を入れたり包んだりしている
容器包装類は、家庭ごみのうち、容積比で６割に
もなり、私たちがスーパーなどで受け取るレジ袋
は、なんと、１年間で一人当たり約300枚にもな
ります。また、レジ袋は石油を原料としており、
LLサイズ１枚のレジ袋を石油で換算すると、小さ
なおちょこ１杯分になります。
県では、ストップ・レジ袋大作戦として、山梨

県ノーレジ袋推進連絡協議会と一緒にごみ減量の
一環としてレジ袋削減を呼びかけており、協議会
では、毎月10日、20日、30日のゼロのつく日を
「ノーレジ袋の日」としました。
ゴミの減量と石油資源節約のため、マイバック

などを持参し、レジ袋をもらわないようにしまし
ょう。
■問い合わせは…
山梨県循環型社会推進課　 055（223）1506

ごみの野外焼却（野焼き）の
禁止について

２月は省エネルギー月間

せん定枝粉砕処理

毎月10日、20日、30日は
「ノーレジ袋の日」です

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

京都議定書に基づいて今年から2012年までの
間にCO2排出量を６％削減することが義務付け
られています。官民一体で取り組まなければ達
成できません。みなさんのご協力をお願いいた
します。
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●個別運動指導の実施
について

①運動プログラム作成
日常生活での健康づくり

に役立つ効果的な運動を行
うための、健康運動指導士
による運動プログラム作成

および実践指導を行います。運動器具等を使って
安全で適切な指導をします。
日　時 2月29日（金）、3月28日（金）

午後1時30分～4時30分
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料（1回100円）必

要
持ち物 運動靴/運動のできる服装
※予約制となりますので、希望日をご連絡くださ
い。
②水中ウォーキング
集団で行う水中ウォーキング教室を受講できな

い次の人を対象に、個別運動指導を行います。指
導は予約制。
場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対　象 市内在住者で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧めら
れるが長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を
受けるのが困難な人
※安全のため、かかりつけ医師の診断書
（費用の補助はありません）が必要な場
合もあります。
聞き取りの上、予約制になります。

■申し込み・問い合わせは…
敷島保健福祉センターに直接（月曜日休館）
055（277）7311

●在宅介護者座談会～介護の悩みを話して
みませんか～
介護体験談を話し合い、日頃の悩み、ストレス

を解消しませんか。
日　程 2月19日（火）
場　所 双葉保健福祉センター
時　間 午前10時～11時30分
対　象 在宅で高齢者を介護している人、以前介

護をしていた人　
参加費 無料
■申し込み・問い合わせは…
市社会福祉協議会
敷島本所　 055（277）1122
竜王支所　 055（279）1112
双葉支所　 0551（28）5100

1

テーマ・講師 

～体スッキリ　頭スッキリ～ 

講師　生涯学習指導者 

輿石　王子 

～音楽療法～ 

講師　ミュージック・ラボ・やまなし 

代表　青柳伸二 

日　　時 

2月9日（土） 

午後1時30分～ 

 

2月27日（水） 

午前10時～ 

11時30分 

場　　所 

高山台地区公民館 

龍地3763-4 

 

冷間集会所 

西八幡1501-1

対象者 

興味関心のある人 

問い合わせ（委託先） 

「ひかりの里」 

双葉在宅介護支援センター 

　 0551(28）5545 

竜王在宅介護支援センター 

(竜王保健福祉センター内) 

　 055(279）1113

テーマ・講師 

～栄養改善教室～ 

講師　管理栄養士　佐野桂子 

 

～転倒一瞬！怪我一生！～ 

講師　甲府南ライフケアセンター副施設長兼 

リハビリ提供責任者　井口恭一 

日　　時 

2月6日（水） 

午前１０時～ 

11時30分 

２月9日(土) 

午後1時30分～ 

3時 

場　　所 

冷間集会所 

西八幡1501-1 

 

古村公会堂 

篠原212-1

対象者 

興味関心のある人 

問い合わせ（委託先） 

竜王在宅介護支援センター 

（竜王保健福祉センター内） 

　 055(279）1113 

めぐみ荘在宅介護支援センター 

　 055(278）0881

＜脳のいきいき教室＞ 

＜介護予防教室＞ 

●献血にご協力をお願いします
献血を実施しますので、みなさんのご協力を

お願いします。
日　時 2月4日（月）

午前9時30分～11時30分
午後0時30分～3時30分

会　場 甲斐市役所　敷島第2庁舎前駐車場
主　催 甲斐市
協　力 甲斐市商工会、敷島ライオンズクラブ
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●乳幼児予防接種について

●小学校入学前に2回目の麻しん風しん混合予防接種を受けましょう
定期の予防接種として、麻しん風しん予防接種が混合ワクチンとなり2回接種となりました。

第1期：1歳児　第2期：年長児（就学1年前の児）
第2期の年齢を過ぎてしまうと定期予防接種として受けることができません。（公費負担の対象となりま

せん）。小学校入学前に接種が済んでいるかどうか再度確認しましょう。

第2期対象児接種期間 3月31日まで

●第2期二種混合予防接種について
第2期二種混合予防接種は、乳幼児期に第1期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第2期と

して二種混合予防接種を行うことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了してい

ない場合は、今回の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、ご相談ください。

対　象 小学6年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）

持ち物 母子健康手帳、保険証

接種医療機関 市内指定医療機関

接種方法 1週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置さ

れています。なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●不妊治療費助成事業について
市では、不妊治療のうち、保険外診療である特定不妊治療（体外受精および顕微受精）については、1回

の治療費が高額で経済的負担が重いため、その軽減を図ることを目的として、費用の一部を助成します。

対象者および申請に必要な書類等は、お問い合わせください。

助成額 1年度当たり10万円を限度に通算2年間

手続き 治療が終了した日から起算して1年以内に申請書等を市に提出

 指定医療機関 住　　所 電話番号 
 林野医院 西八幡2436 055（276）2816 

 保坂医院 富竹新田410 055（276）2619 

 竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155 

 清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366 

 中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111 

 杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088 

 芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355 

 竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132 

 竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611 

 保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550 

 三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222 

 大久保医院 島上条213-3 055（277）2129 

 指定医療機関 住　　所 電話番号 
 小山医院 島上条492-1 055（277）5102 

 志鎌整形外科 長塚2 055（277）6761 

 敷島クリニック 中下条246 055（277）8300 

 大沢医院 長塚115-11 055（277）1020 

 大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200 

 桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505 

 中島医院 下今井88-1 0551（28）2181 

 双葉クリニック 竜地4710-1 0551（28）6789 

 本橋医院 岩森79-1 0551（28）6130 

 響が丘整形外科 竜地2563-14 0551（30）8100 

 ふたば内科消化器科医院 竜地2795-10 0551（28）8227

■問い合わせは… 
　健康増進課（敷島庁舎）　　　　055（277）4735　　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）　055（278）1666 
　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）　0551（20）3651

内　　容 
ＢＣＧ、三種混合、二種混合 
麻しん風しん混合 
麻しん、風しん、日本脳炎 

事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。 
麻しん･風しん混合予防接種の予診は、各医療機関に設置してあります。 
日本脳炎予防接種については平成17年5月30日より引き続き積極的勧
奨を差し控えます。 

特 記 事 項  種　別 

個別接種 

持ち物 
母子健康手帳 
予診票、保険証 
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●乳幼児健診
受付時間 午後1時30分～2時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1歳6か月、

2歳、3歳児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、1歳6か月、2歳、
3歳、※普段使用しているもの）

◎午前中の受付は致しません。
※3歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後3時30分～4時30分）：2月15日（金）竜王保健福祉センター

2月20日（水）敷島保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情

報交換ができる教室です。
受付 午後1時15分～1時30分

（教室　午後1時30分～4時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、ご

相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイズ

で妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第1歩です。そして、出産後のシェイプア
ップへとつながります。
◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

2

内　　容 

4・11か月児健診 

〃 

4か月児健診 

11か月児健診 

1歳6か月児健診 

〃 

2歳児健診 

〃 

3歳児健診 

〃 

実施月日 

2 月22日（金） 

2 月29日（金） 

2 月19日（火） 

2 月27日（水） 

2 月 5 日（火） 

2 月 8 日（金） 

2 月 1 日（金） 

2 月 6 日（水） 

2 月15日（金） 

2 月20日（水） 

該　当　児 

 4か月児：H19．10月生 

11か月児：Ｈ19．  2月生 

H19．10月生 

H19．  2月生 

 
H18．  7月生 

 

H18．  1月生 

 

H16．  8月生 

対象地 

敷島 

双葉 

竜王 

竜王 

敷島・双葉 

竜王 

敷島・双葉 

竜王 

竜王 

敷島・双葉 

実 施 場 所 

敷島保健福祉センター 

双葉保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

敷島保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

双葉保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

敷島保健福祉センター 

 内　　容 実施月日 該 当 児  実 施 場 所 
 後期の離乳食教室 ２月 7 日（木） H19．4月生 敷島保健福祉センター 
 前期の離乳食教室 ２月25日（月） H19．8月生 竜王保健福祉センター 

発 行 時 間  
場 所  
持参するもの 

開庁時間（午前8時30分～午後5時30分） 
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 
印鑑 

内　　　容 
マタニティービクス 
（講師）マタニティービクスインストラクター助産師、保健師 

実施月日 
2月13日（水） 

午前9時30分～正午 

対　　象 
甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦 

実施場所 

敷島保健福祉センター 

内　　　容 
第１課　妊娠中の生活・妊婦体操 

（助産師、保健師） 
第２課　母乳教室 

（助産師、保健師） 
第３課　栄養教室 

（栄養士、保健師） 

実施月日 
2月4日（月） 
午前9時30分～正午 
2月12日（火） 
午前9時30分～正午 
2月18日（月） 
午前9時30分～正午 

対　　象 

甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦 

実施場所 

竜王保健福祉センター 

持参するもの 
母子健康手帳、筆記用具 
＊第1課はバスタオル、運
　動できる服装 
＊第 3課はエプロン 



月
救急医療
まずは連絡してから…
救急医療
まずは連絡してから…

山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談

２ 木水 金 土

6 7 8 9

1 2

13 14 15 16

20 21 22 23

27 28 29

●敷島公民館自主企画事業
　映画「ルイスと未来泥棒」
上映会（２回上映）
　午前10：00
　午後１：30
　敷島総合文化会館

●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　百楽泉
●宮塚利雄さん講演会「人
と物の流れから見た日本
と北朝鮮」
　午後1：30　竜王図書館

●休館日
●市民相談
　午後1：30～4：00
　竜王北部公民館
●家庭児童相談室定例
　相談会
　午後1：30～3：30
　敷島庁舎福祉相談室

●第６回市民親善グラウン
ドゴルフ大会
　午前8：30
　敷島総合公園

●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　志麻の湯

●休館日
●行政相談
　午後1：30～4：00
　竜王北部公民館・敷島総
合文化会館・双葉公民館

●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　百楽泉
●巡回無料法律相談
　午後1：00～4：00
　竜王北部公民館
●消費者講座
　午後1：30～3：00
　竜王北部公民館

●休館日
●市民相談
　午後1：30～4：00
　敷島総合文化会館
●３月分学校体育施設一斉
開放受付：午後7：00

　４月分社会体育施設一斉
開放受付：午後8：00
　双葉公民館

●休館日
●国民健康保険税第７期納
期限

●固定資産税第４期納期限
●介護保険料第６期納期限

●休館日
●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　志麻の湯
●市民相談
　午後1：30～4：00
　双葉公民館
●学力向上推進事業授業公
開　午後1：40
　玉幡中学校

お知らせお知らせ
Kai・遊・パーク無料開放日
　Kai・遊・パークでは、6・13・20・27日の水曜日の午後1
時から5時までに受付された市内在住の65歳以上の方と
障害者のみなさんに施設を無料開放いたします。また、介
助が必要な障害者の場合は、介助者お一人まで無料です。
どうぞ、ご利用ください。

ゆうのう市場が毎週、日・水・土曜日に開催
　クラインガルテンクラブハウスで開催される「ゆうのう
市場」。地元農家の新鮮野菜や果実がいっぱいです。
●開催日  毎週、日・水・土曜日  午前9時から
●場　所  クラインガルテンクラブハウス

甲府CATV市町村インフォメーション市の生活情報やイベント情報を文字情報でお届けしています。
月～金  午前7時20分～、午後7時00分～
土・日    午前8時55分～、午後4時55分～

●身体障害者出張相談
　午後1：30～3：30
　敷島保健福祉センター相
談室A

釜

釜

釜

釜 図
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FEBRUARY
月月月

救急医療救急医療
まずは連絡してから…まずは連絡してから…
救急医療救急医療
まずは連絡してから…まずは連絡してから…
■竜王・敷島地区にお住まいの人
●救急医療センター…　055（226）3399
　夜間救急診療…毎日午後7時～翌朝7時
　応需医療機関の検索、紹介…24時間対応

●小児救急センター…　055（226）3399
　日曜・祝日…午前9時～翌朝7時
　土曜日…午後3時～翌朝7時
　夜間（毎日）…午後7時～翌朝7時

●歯科救急センター…　055（220）1199
　夜間歯科救急診療…

平日・土曜日…午後7時～11時
日曜・祝日…午後5時～11時

●救急調剤センター…　055（236）5200
　夜間救急調剤…毎日午後7時～11時
　医療品の情報提供等…

毎日午前9時～午後5時

●精神科救急医療相談…　055（254）3119
　平日…午後5時15分～9時15分
　土・日・祝日…午前11時～午後7時30分

■双葉地区にお住まいの人
●峡北消防本部…　0551（22）8181

(音声テレホンガイド)
　平日…午後5時15分～翌朝8時30分
　土曜・日曜・祝日　24時間対応
※峡北消防本部で対応できなかった場合

●山梨県救急医療情報センター…　
055（224）4199

●休日、夜間の水道管の故障・漏水など緊急時は…
　甲斐市役所（当直）
　　055（276）2111

●平日（昼間）の水道メーターまでの
　故障・漏水など緊急時は…
　水道局工務課
　　055（276）0734

●平日（昼間）の宅地内の故障等は…
　甲斐市管工事協同組合
　　055（279）6326
※指定給水装置工事事業所が対応します。
また、個人所有の給水施設修理（タイル舗装等の特殊
な構造物等も含む）は、みなさんの負担になります。

※なお、次の字名の甲斐市牛句・大久保・境・大下条・
中下条・長塚・島上条・天狗沢の方は、甲府市上
下水道局へ問い合わせ願います。

●甲府市上下水道局
　　055（228）3311

救急医療
まずは連絡してから…

山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談

水道が故障・漏水した時の連絡方法

発熱、下痢、嘔吐、ひきつけなどの、子どもの夜
間の急な病気については、まず、次の番号に連
絡し相談してください。

●電話番号 ♯8000（短縮ダイヤル）
 　055（226）3369
 　（ダイヤル回線）

●利用時間 毎日午後7時～11時

●対 応 者 看護師

２２

■給水装置工事新規指定店 【問い合わせは…水道局工務課（水道局2階） 　055（276）0734】
●（有）堀内設備…甲州市塩山下於曽1290-6 　0553（33）6185　●（有）都市営繕…甲府市山宮町2930 　055（251）4287
●（株）国母設備…甲府市国母5-7-20 　055（226）4619　●昭和物産（株）…甲府市若松町5-4 　055（235）6211

月日 火

3 4 5

10 11 12

17 18 19

24 25 26

●休館日●休館日
●献血
　午前9：30
　敷島第２庁舎前駐車場
●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　釜無川レクリエーション
センター

●児童文学作家杉山亮さん
講演会「子どもと本のいい
関係」

　午後1：30　竜王図書館

●休館日●休館日

●休館日
●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　釜無川レクリエーション
センター

●休館日

●休館日
●NHKラジオ「公開スペシ
ャル　今夜も大入り！甲斐
極楽亭」公開収録

　午後5：40
　双葉ふれあい文化館
●３月分学校体育施設一斉
開放受付・４月分社会体育
施設開放随時受付開始

●休館日

●日帰りスキー教室
　午前6：00　
　エコーバレースキー場

●第３回ソフトバレーボー
ル大会

　午前8：30
　敷島体育館他
●KAIふれあいステージ
2008

　午前9：30　
　双葉ふれあい文化館

図 志 公 総 ふ K

図 公 総
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……図書館

……志麻の湯

……百楽泉

……釜無川レクリエーションセンター

……農の駅

……公民館

……敷島総合文化会館

……双葉ふれあい文化館

……Kai・遊パーク
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■

特 定 健 診 特 定 保 健 指 導 流 れ定 健 診 と 特 定 保特 定 健 診 と 特 定 保 指 導健 指 導 流 れ定 健 診 と 特 定 保 健 指 導 の 流特特 定定 健健 診診 とと 特特 定定 保保 健健 指指 導導 のの 流流 れれ

情報提供情報提供
保
健
指
導
の
内
容
が

保
健
指
導
の
内
容
が

３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

情報提供

健診を受ける

などの結果によりメタボリッ
クシンドロームか判定します

●

のすべてのみなさんの健診は

＋＋

＋＋

平成20年
4月から

動機づけ支援動機づけ支援動機づけ支援

ポイント1111111 ポイント222 ポイント333

積極的支援積極的支援積極的支援

内臓脂肪型肥満内臓脂肪型肥満
（腹囲測定）（腹囲測定）

●●●脂質異常脂質異常
●高血圧高血圧 ●●●高血糖高血糖

喫 煙 状 況喫 煙 状 況

4040～7474歳40～74歳
メタボリックシンドロームをを予防予 する
めの特定健診・特定保健指導に変わります

ムドドドンンンシシンシククシクックックッリリッリボボタタボタボメタメタメ ムムメタボリックシンドロ ムムメタボリックシンドロ ムムををををををををを 防予予予予予予予予防 改善善予防・改善善すすするするするする
めの特定健診・特定保健指導に変わりますの特定健診・特定保健指導に変わりますための特定健診・特定保健指導に変わりますための特定健診・特定保健指導に変わりますための特定健診・特定保健指導に変わります

ククククククククタタタメタメタメメメメメ ドドドドドドク ドク ドククククク ドドタボタボタボタボタボメタボリックシンドロームムムムムムムムロロロドドドドドドドドドドドドンンンンンンンンンンンンシシンシンシシンシシシシンンンンンシンシンシンシンンンンンンンンンンシシシシンンンククククシシシククククシンクシンクシンククシクシククシクシクシクシクシクシクシクシッックックックックックックックックックックックリッッッッリッリッリリッリッリッリッボボボボボリボリボリタタタタタタボタボタボタボタボタボタボメメタメタメタメタメタメタメタメタタタタタメタタタタタメタメタメタメタメタボリメタボリメタボリ クククククククタタタタタタタ ドドドドドドドボボボボボリックシボリックシボリックシメメメメメタボリックシンドロメタボリックシンドロメタボリックシンドロ ムムムムボリックシンドロームボリックシンドロームボリックシンドロームメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメタボリメタボリメタボリ ムムムムムムムムムムムムドドドドドドリックシンドロームリックシンドロームリックシンドロームムムムムムムムムムムムムムムムムムムロロロロロロロロロボリックシンドロームボリックシンドロームボリックシンドロームドドドドドドドクククククククククックッククックックシンックシンックシンドドドタボタボタボタボボボボボボタタタタボタボタボメタボリックシンドロームメタボリックシンドロームムムををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 防防予予予予予予予予予予予予予予防 改予防 改予防・改善改改改防・改防・防・改予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防・改善防・改善防・改善予予予予予予予防防防防防防防 改改改改防・改防・改防・改・・・・予防・改善予防・改善予防・改善予防・改善予防・改善善善すすすすすすすすするるるすするするすすすすするするすすすすするするするするするする
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